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東
京
都
北
区
西
ヶ
原
。巣
鴨
、駒
込
に
隣
接
し
、伝
統
あ
る

庭
園
や
霊
園
、緑
豊
か
な
公
園
に
恵
ま
れ
る
こ
の
地
に
、
か
つ

て
外
語
大
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
っ
た
。
し
か
し
西
ヶ
原
に
落

ち
着
く
ま
で
の
道
の
り
は
険
し
か
っ
た
。相
次
ぐ
火
災
、震
災
、

そ
し
て
戦
災
で
校
舎
を
焼
失
し
、各
地
を
転
々
と
し
た
。ま
さ

に〝
キ
ャ
ン
パ
ス
受
難
〞の
歴
史
を
辿
っ
て
き
た
と
い
え
る
。
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2010年春に広報誌を創刊しまし
た。タイトルは「GLOBE Voice」。
「地球」と「声（=人）」という２つの
言葉を合わせた造語です。外語
大の使命は、「地球をつなぐ声」を
発することができる人材を育てるこ
と。そのためには、さまざまな国の
文化・歴史といった、背景を知るこ
とが欠かせません。４号目となる今
号は、外語大の歴史の中でも最も
長くキャンパスを置いた「西ヶ原」を
特集しました。
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西
ヶ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
ひ
と
つ
、
重
大
な
謎
が
あ
っ
た
。
正
門
か
ら
一
号
館
ま
で
の
間

に
広
が
る
、
前
庭
と
で
も
呼
ぶ
の
が
適
し
た
場
所
、
左
右
を
四
号
館
と
講
堂
に
挟
ま
れ
た
猫

の
額
ほ
ど
の
狭
い
そ
の
場
所
の
み
を
、
学
生
た
ち
は
「
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
呼
ん
で
い
た
の
だ
。

少
な
く
と
も
ぼ
く
の
前
後
の
代
の
ス
ペ
イ
ン
語
学
科
（
当
時
の
呼
称
）
の
学
生
た
ち
は
そ
う

だ
っ
た
。
芝
生
を
敷
き
詰
め
た
植
え
込
み
が
三
つ
あ
る
だ
け
の
、
あ
ま
り
に
も
さ
さ
や
か
な

「
キ
ャ
ン
パ
ス
」
だ
っ
た
。
神
秘
も
何
も
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
キ
ャ
ン
パ
ス
と
は
元
来
、
校
地
全
体
を
指
す
語
だ
と
い
う
こ
と
く
ら
い
は
、
皆
が
わ
か
っ
て
い

た
。
前
庭
の
ほ
か
に
も
、
西
ヶ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
中
庭
も
裏
庭
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
存
在
し
た
。
事
務
棟
（
四

号
館
）
に
研
究
棟
（
五
号
館
）、
講
堂
に
体
育
館
、
図
書
館
に
三
つ
（
Ａ
Ｖ
棟
を
入
れ
る
と
四
つ
）
の
講
義
棟

ま
で
あ
っ
た
校
地
は
、
狭
い
な
り
に
も
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
の
条
件
を
備
え
て
い
た
。
そ
れ
な
の
に
そ

う
し
た
条
件
を
忘
れ
て
、
た
だ
前
庭
の
み
を
キ
ャ
ン
パ
ス
と
呼
ん
だ
の
だ
。
今
か
ら
思
う
に
そ
れ
は
、
中
庭
や

裏
庭
が
見
え
な
い
か
ら
な
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
西
ヶ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
な
ん
と
い
う
か
、
奥
行
き
が
あ

っ
た
の
だ
。
そ
こ
に
神
秘
が
生
ま
れ
た
。

　

奥
行
き
は
高
低
差
か
ら
作
り
出
さ
れ
て
い
た
。
正
門
か
ら
ま
っ
す
ぐ
歩
く
と
講
義
棟
一
号
館
の
入
り

口
が
あ
る
。
回
廊
形
式
（
口
の
字
型
）
の
こ
の
建
物
の
、
正
面
の
入
り
口
は
中
三
階
と
で
も
い
う
ほ
ど
の
高
さ

で
、
こ
れ
が
口
の
字
の
底
辺
の
二
階
に
あ
た
る
。
半
階
分
降
り
た
高
さ
が
ほ
か
の
三
辺
の
二
階
に
相
当
す
る
と

い
う
具
合
だ
。
教
室
に
遮
ら
れ
て
廊
下
が
途
切
れ
た
り
し
て
い
る
の
で
、
ど
こ
か
ら
入
っ
て
ど
う
行
け
ば
目
当

て
の
教
室
に
行
け
る
か
、
慣
れ
な
い
う
ち
は
わ
か
ら
な
く
な
る
。
シ
ン
メ
ト
リ
ー
ゆ
え
に
方
向
感
覚
を
失
う
府

中
の
講
義
棟
と
違
い
、
西
ヶ
原
の
建
物
は
こ
の
よ
う
に
ず
れ
に
よ
っ
て
人
の
目
を
欺
く
。
欺
か
れ
て
楽
し
い
神

秘
の
空
間
だ
っ
た
。

　

口
の
字
型
の
一
号
館
の
中
庭
の
、
真
ん
中
に
建
っ
て
い
る
の
が
図
書
館
。
一
号
館
の
そ
の
口
の
字
が
わ
ず
か

に
開
い
た
左
下
隅
の
切
れ
目
の
と
こ
ろ
か
ら
、
図
書
館
の
入
り
口
に
通
じ
る
橋
が
あ
っ
た
。
入
り
口
は
三
階
で
、

一
号
館
の
三
階
と
同
じ
高
さ
な
の
で
、
橋
は
少
し
上
り
坂
に
な
っ
て
い
た
。
授
業
を
サ
ボ
っ
て
図
書
館
に
向
か

う
橋
を
歩
い
て
い
る
と
、
左
手
の
教
室
の
授
業
風
景
が
見
え
た
。
二
階
の
小
教
室
、
た
ぶ
ん
、
英
米
科

（
当
時
）
の
専
攻
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
は
ず
の
教
室
内
が
見
て
取
れ
た
。
手
前
の
教
卓
に
、
ル
ー

ズ
リ
ー
フ
に
び
っ
し
り
と
何
や
ら
書
き
込
ん
だ
バ
イ
ン
ダ
ー
ノ
ー
ト
を
広
げ
て
い
る
若
い
教
師
は
、
非

常
勤
の
先
生
な
の
だ
ろ
う
。
若
手
ら
し
く
、
頑
張
っ
て
準
備
し
て
き
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
講
義
ノ
ー

ト
を
見
な
が
ら
熱
弁
を
ふ
る
っ
て
い
る
姿
は
微
笑
ま
し
い
。
自
分
で
は
真
面
目
に
授
業
に
出
て
も
い
な

い
の
に
、
ぼ
く
は
こ
ん
な
光
景
を
眺
め
る
の
が
大
好
き
で
、
欄
干
に
肘
を
つ
い
て
、
い
つ
ま
で
も
そ
の

教
室
の
中
を
覗
い
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

負
け
ず
劣
ら
ず
好
き
だ
っ
た
場
所
は
一
号
館
の
中
庭
、
つ
ま
り
一
号
館
と
図
書
館
の
間
の
庭
だ
。
人

工
土
の
通
路
が
植
え
込
み
の
間
を
縫
い
、
ベ
ン
チ
な
ど
も
置
い
て
あ
っ
た
の
で
、
ひ
と
か
ど
の
庭
と
呼
ぶ

に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
な
の
だ
け
れ
ど
も
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
」
す
な
わ
ち
前
庭
か
ら
見
れ
ば
（
見
え
な
い
け

れ
ど
も
）
地
下
に
あ
た
る
そ
の
位
置
の
せ
い
か
、
ほ
と
ん
ど
人
が
い
な
い
、
昼
で
も
充
分
に
神
秘
的
な
ス
ポ
ッ
ト

だ
っ
た
。
こ
こ
の
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
タ
バ
コ
で
も
吸
い
な
が
ら
本
を
読
む
の
が
ぼ
く
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
人
気
の
な
い
場
所
を
好
む
ぼ
く
に
と
っ
て
も
、
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
な
神
秘
の
オ
ー
ラ
を
ま
と
っ
て

見
え
る
場
所
が
あ
っ
た
。
講
堂
の
裏
手
、
正
門
か
ら
見
た
ら
左
手
の
角
に
存
在
す
る
木
造
の
家
だ
。
キ
ャ
ン
パ

ス
外
壁
の
左
手
隅
に
木
戸
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
こ
の
家
の
玄
関
の
は
ず
な
の
で
、
ま
る
で
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
に

侵
入
し
て
き
た
見
ず
知
ら
ず
の
他
人
の
民
家
と
で
も
い
っ
た
風
情
だ
っ
た
。
謎
の
建
物
だ
っ
た
。

　

こ
の
家
が
何
で
あ
る
か
わ
か
っ
た
の
は
、
や
っ
と
二
年
が
終
わ
ろ
う
か
と
い
う
こ
ろ
の
こ
と
。
あ
る
日
の
夕

方
、
大
学
か
ら
ほ
ど
近
い
ア
パ
ー
ト
に
帰
ろ
う
と
歩
い
て
い
る
と
、
前
方
で
そ
の
神
秘
の
木
戸
が
開
き
、
そ
こ

か
ら
、
少
し
か
が
む
よ
う
に
し
て
初
老
の
紳
士
が
出
て
き
た
の
だ
っ
た
。
方
向
が
同
じ
だ
っ
た
の
で
後
を
つ
け

る
形
に
な
っ
た
。
紳
士
は
近
く
の
商
店
街
の
入
り
口
付
近
に
あ
る
小
料
理
屋
に
入
っ
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

紳
士
と
い
う
の
は
ス
ペ
イ
ン
史
の
Ｎ
先
生
。
そ
う
い
え
ば
遠
く
湘
南
の
あ
た
り
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
朝
八

時
半
か
ら
の
一
時
限
の
授
業
が
あ
る
前
日
に
は
、
教
員
宿
舎
に
泊
ま
る
の
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。

　

謎
の
解
け
た
日
は
神
秘
の
消
え
た
日
だ
。
三
年
生
か
ら
の
ぼ
く
は
真
面
目
に
授
業
に
出
る
こ
と
に
し
た
。

文
・
柳
原
孝
敦

や
な
ぎ
は
ら 

た
か
あ
つ

１
９
８
９
年
東
京
外
国
語
大

学
外
国
語
学
部
ス
ペ
イ
ン
語
学

科
卒
業
、91
年
同
大
学
院
修
士

課
程
修
了
。メ
キ
シ
コ
国
立
自

治
大
学
文
献
学
研
究
所
客
員

研
究
員
。95
年
東
京
外
国
語
大

学
大
学
院
博
士
課
程
修
了
。法

政
大
学
助
教
授
な
ど
を
経
て
、

２
０
０
４
年
か
ら
東
京
外
国

語
大
学
准
教
授
。博
士（
文
学
）。
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つ
き
、
さ
ら
に
消
防
署
か
ら
は「
出
火

し
た
ら
５
分
で
全
焼
す
る
」
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
粗
末
だ
っ
た
と
い
う
。

　
〝
鶏
小
屋
校
舎
〞
で
の
劣
悪
な
環
境

に
終
止
符
を
打
つ
べ
く
、
大
蔵
省
か
ら

海
軍
爆
薬
部
跡
地
だ
っ
た
西
ヶ
原
の
土

地
を
引
き
継
ぎ
、
新
校
舎
の
建
設
計
画

が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
、
１
９
３
４
年

（
昭
和
９
）
の
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
、

昭
和
恐
慌
の
煽あ

お

り
で
予
算
が
確
保
で
き

ず
、
正
門
と
敷
地
を
塀
で
囲
っ
た
だ
け

で
工
事
は
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
中
で
も
少
し
ず
つ
校
舎
の
建
造

を
進
め
、
１
９
４
４
年（
昭
和
19
）
に
西

ヶ
原
に
移
転
。
戦
時
中
だ
っ
た
た
め
、

「
東
京
外
國
語
學
校
」
の
鋳
鉄
製
の
門

標
は
軍
需
材
と
し
て
供
出
さ
れ
た
。
都

心
一
等
地
か
ら
の
移
転
に
、「
都
落
ち
」

と
嘆
い
た
関
係
者
も
い
た
と
い
う
。

　

引
っ
越
し
が
完
了
し
、
腰
を
据
え
て

の
キ
ャ
ン
パ
ス
構
築
に
向
か
う
と
思
わ

れ
た
が
、
米
軍
の
空
襲
に
よ
り
翌
年
校

舎
が
焼
失
。
焼
け
出
さ
れ
た
外
語
大
は
、

上
野
の
東
京
美
術
学
校
、
図
書
館
講
習

〝
キ
ャ
ン
パ
ス
受
難
〞の
歴
史

〝
仮
住
ま
い
〞の
外
語
大

　

外
語
大
は
、
１
８
９
７
年（
明
治
30
）

に
高
等
商
業
学
校
附
属
外
国
語
学
校
と

し
て
創（

注
）立
し
た
。
１
１
４
年
に
わ
た
る

外
語
大
の
歴
史
は
、
66
年
の
時
を
刻
ん

だ
西
ヶ
原
時
代
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ

な
い
。
創
立
か
ら
現
在
の
府
中
に
移
転

す
る
ま
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
ど
の
よ
う

に
移
り
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か

│
。

　

創
立
の
地
で
あ
る
神
田
区
錦
町
の
校

舎
は
、
１
９
１
３
年（
大
正
２
）
の
神
田

の
大
火
災
で
焼
失
。
１
９
２
１
年（
大

正
10
）
に
麹
町
区
元
衛
町
に
新
築
し
た

校
舎
も
わ
ず
か
２
年
半
後
に
発
生
し
た

関
東
大
震
災
に
よ
り
焼
失
し
て
し
ま
う
。

そ
の
後
、
西
ヶ
原
に
移
転
す
る
ま
で
の

20
年
間
は
、麹
町
区
竹
平
町
１
番
地（
現

毎
日
新
聞
社
本
社
）
の
木
造
平
屋
の
バ

ラ
ッ
ク
校
舎（
一
部
か
ら
は〝
鶏
小
屋

校
舎
〞
と
言
わ
れ
て
い
た
）
を
使
用
す

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
仮
校
舎
は
、
日

当
た
り
が
悪
く
日
中
で
も
常
に
電
灯
が

〈昭和30年～40年代〉 1961年（昭和36）
に創立60周年の記念講堂が完成（写真
右の２点）。以降、語劇はこの講堂で上演
されるようになる（講堂の外壁面には、創
立80周年の記念としてステンドグラスの
大時計が埋め込まれた。この時計は府中
キャンパスで今も時を刻んでいる）。1964
年（昭和39）には、付置機関としてアジア・
アフリカ言語文化研究所が設置される。
1967年（昭和42）には、２号館と体育館
が完成する。写真左は1968年（昭和43）
の卒業式後の謝恩会の様子。同年秋か
ら学生運動が始まる。全共闘学生により
キャンパスがバリケード封鎖され、教室は
落書きなどで荒らされた（写真下とその
右）。翌年３月に、機動隊導入で封鎖が解
除され、10月に授業が再開される。1971
年（昭和46）に３号館、1972年（昭和47）
に４号館が完成、キャンパスの整備が進む。

〈昭和20年代〉 1944年（昭和19）西ヶ原
校舎に木造校舎が完成し、竹平町の仮校
舎を出る。翌年、空襲で焼け出され各地を
点 と々するが、1949年（昭和24）東京外国
語大学として西ヶ原に復帰、戦災復旧木造
校舎を新築する（写真右５点と上下）。1952
年（昭和27）には鉄筋コンクリートの校舎も
建ち始め、西ヶ原キャンパスでの活動が本
格的に始まる（写真下から２点と左上２点）。

〈創立～昭和10年代〉 写真上から、神田
区錦町の校舎。1913年（大正２）に神田の
大火で焼失する。麹町区元衛町の校舎。
講堂や柔剣道場、図書館などもあり、学校
としての機能が整備されていた。麹町区竹
平町の校舎。関東大震災で元衛町の校
舎が焼失したため、突貫工事で造られた。
下の写真は1934年（昭和９）頃の西ヶ原校
地。正門と敷地を囲む塀のみだった。

1959年（昭和34）頃。右下は木造校舎。

注・1873年（明治６）の東京外国語学校開設を「建学」としている

1968年（昭和43）頃。体育館が完成。

6GLOBE Voice 2011, Number 4GLOBE Voice 2011, Number 47



所
な
ど
の
仮
住
ま
い
を
経
て
、
上
石
神

井
の
仮
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
と
移
る
。
ま
さ

に
、〝
仮
住
ま
い
〞
の
外
語
大
で
あ
る
。

　

戦
後
、
１
９
４
９
年（
昭
和
24
）
に
大

学
に
昇
格
し
、
東
京
外
国
語
大
学
と
し

て
西
ヶ
原
に
復
帰
、
戦
災
復
旧
木
造
校

舎
を
新
築
し
た
。
１
９
５
２
年（
昭
和

27
）
に
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
校
舎
を

新
築
し
、
西
ヶ
原
校
地
を
引
き
継
い
で

18
年
目
に
し
て
、
よ
う
や
く
キ
ャ
ン
パ

ス
が
ひ
と
と
こ
ろ
に
落
ち
着
く
、〝
安
定

期
〞
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
以
降
の
外
語

大
は
、
こ
れ
ま
で
の
苦
渋
の
歴
史
を
覆

す
か
の
よ
う
に
、次
々
に
校
舎
を
建
築
、

整
備
し
て
い
く
。
１
９
５
２
年（
昭
和

27
）
か
ら
１
９
７
９
年（
昭
和
54
）
の
間

で
、講
堂
や
図
書
館
、体
育
館
な
ど
キ
ャ

ン
パ
ス
機
能
が
一
通
り
そ
ろ
っ
た
。

　

施
設
の
整
備
と
拡
充
の
背
景
に
は
、

外
国
語
教
育
の
発
展
に
伴
う
、
学
生
定

員
増
、
学
科
増
、
付
置
研
究
所
の
設
置
、

大
学
院
の
増
強
な
ど
が
あ
っ
た
。
一
方

で
、
大
学
の
規
模
が
大
き
く
な
る
に
つ

れ
、
西
ヶ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
は
手
狭
に
な

り
、
新
た
な
土
地
を
求
め
る
の
も
自
然

な
流
れ
だ
っ
た
。
府
中
に
は
、
西
ヶ
原

の
３
倍
の
面
積
が
確
保
さ
れ
た
。
キ
ャ

ン
パ
ス
受
難
の
歴
史
は
、
こ
こ
で
終
止

符
が
打
た
れ
た
と
言
え
そ
う
だ
。

　

そ
れ
か
ら
11
年

│
。
西
ヶ
原
時
代

に
大
学
と
し
て
の
礎
を
築
い
た
外
語
大

は
、
府
中
キ
ャ
ン
パ
ス
で
さ
ら
な
る
飛

躍
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

〈昭和50年代〉 右下の航空写真は、1979
年（昭和54）頃。ロの字の形をしている１
号館の中庭だった場所に、新図書館が完
成。西ヶ原の住民に当時の外大生の印象
を聞いたところ、「いい顔をしている学生が
多かった。外国の文化や言葉を学ぶとい
う、目的意識がしっかりしていたからだろう」
という答えが返ってきた。
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時代とともに

外語大と墓地との
不思議な縁

〈上〉西ヶ原キャンパス跡地は
東京都北区の防災公園と
集合住宅、福祉施設となっており、
スカイツリーが望める。
〈下〉西ヶ原キャンパスにあった
樹木の一部は、
現在も成長を続けている。

二葉亭四迷（本名・長谷川辰之助）の碑。
筆名は、文学を志すことを嫌った父に
「くたばってしめえ」と怒鳴られたことに

由来するという説も。

染井霊園に眠る著名人

岡倉天心 （美術家）
東京美術学校 
（現東京藝術大学）の２代校長。 
横山大観らを育てた。

高村光太郎 （詩人、彫刻家）
代表作は『智恵子抄』。妻の智恵子と 
上野公園にある西郷隆盛銅像の作者である 
父・光雲とともに眠る。

水原秋桜子 （俳人）
高浜虚子に師事し、 
俳句雑誌『馬酔木（あしび）』を主宰した。

若槻禮次郎 （元首相）
昭和初期に２度にわたって 
内閣総理大臣を務めた。在任時には 
それぞれ金融恐慌、満州事変が起きている。

多磨霊園に眠る著名人

岡本太郎 （芸術家）
大阪万国博覧会の「太陽の塔」や 
「芸術は爆発だ」のフレーズで知られる。 
父は漫画家の一平。母は作家で歌人のかの子。

中村屋のボース （独立運動家）
本名はラス・ビハリ・ボース。インド独立運動に 
携わり、日本に亡命。新宿中村屋の娘と結婚し、 
日本にインドカレーを広めた。

東郷平八郎 （海軍軍人）
日本海軍の司令官として 
日清・日露戦争の勝利に貢献した。

北原白秋 （作家）
詩集「邪宗門」「思ひ出」のほか、 
「ペチカ」「あめふり（♪あめあめふれふれ♪）」 
「待ちぼうけ」など童謡の作詞も多く手掛けた。

墓石を辿り、偉人を偲ぶ

　外語大は墓地に縁がある。西ヶ原は
染井霊園、府中には多磨霊園が、どちら
もキャンパスから徒歩数分の場所に位置
している。染井霊園は、幕末期の幕臣、
明治政府の要人をはじめ、大勢の文化人
や政治家らが眠る。特にロシア文学の翻
訳家でも知られる二葉亭四迷は、外語
大にとって縁のある人物だ。『浮雲』など
言文一致の文体を先導した四迷は、外
語大の前身である東京外国語学校でロ
シア語を学び、後に教壇にも立った。ほ
かにも、芥川龍之介や谷崎潤一郎、『遠
山の金さん』で知られる遠山金四郎らが
周辺の寺院に眠っている。桜の「ソメイ
ヨシノ」の発祥の地としても知られるこの
地は、春にはたくさんのソメイヨシノが満
開となる。西ヶ原時代は染井霊園を通学
路にしていた外大生も多かったという。
染井霊園を散策がてら、西ヶ原キャンパ
ス跡地に足を延ばしてみてはいかがだろ
うか。
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学
長 

亀
山
郁
夫
対
談

70
年
代
後
半
か
ら
80
年
代
に
か
け
て
、日
本
の
ポ
ッ
プ
ス
・
シ
ー

ン
を
リ
ー
ド
し
た
バ
ン
ド
、『
ゴ
ダ
イ
ゴ
』。そ
の
作
曲
家
兼
ボ
ー
カ

リ
ス
ト
が
、外
語
大
Ｏ
Ｂ
の
タ
ケ
カ
ワ
ユ
キ
ヒ
デ
さ
ん
だ
。音
楽
一
家
に
生
ま
れ
、小
学
校
２
年
生
で
譜
面
の
読
み

書
き
が
で
き
た
。ビ
ー
ト
ル
ズ
に
憧
れ
て
中
１
で
バ
ン
ド
を
結
成
。外
語
大
に
進
学
し
た
の
は「
英
語
の
歌
詞
作
り

の
た
め
」だ
っ
た
。ゴ
ダ
イ
ゴ
の
作
品
は
、
ま
ず
は
英
語
の
歌
詞
を
作
り
、
タ
ケ
カ
ワ
氏
が
曲
を
つ
け
、
そ
れ
を
日
本

語
に
訳
す
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
方
法
で
作
ら
れ
て
い
た
。76
年
に
ゴ
ダ
イ
ゴ
を
結
成
、78
年
に『
ガ
ン
ダ
ー
ラ
』（
テ

レ
ビ
番
組『
西
遊
記
』の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
テ
ー
マ
）が
大
ヒ
ッ
ト
。そ
の
後
も『
モ
ン
キ
ー
・
マ
ジ
ッ
ク
』『
ビ
ュ
ー
テ
ィ

フ
ル
・
ネ
ー
ム
』『
銀
河
鉄
道
９
９
９
』な
ど
数
々
の
ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
し
、日
本
ポ
ッ
プ
ス
界
の
金
字
塔
を
打
ち
立
て

た
。今
も
多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
す
る
希
代
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
、英
語
と
音
楽
へ
の
尽
き
せ
ぬ
愛
を
語
る
。

心
に
生
き
る
音
楽

文
・
吉
田
燿
子　

写
真
・
青
木
倫
紀

た
け
か
わ 

ゆ
き
ひ
で

１
９
５
２
年
生
ま
れ
。東
京
外
国
語

大
学
英
米
語
学
科
卒
業
。大
学
在

学
中
に
、
ソ
ロ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し

て
デ
ビ
ュ
ー
。76
年
ゴ
ダ
イ
ゴ
を
結

成
。作
曲
と
ボ
ー
カ
ル
を
担
当
す
る
。

音
楽
活
動
、
執
筆
活
動
の
ほ
か
、講

演
・
テ
レ
ビ
番
組
の
司
会
な
ど
幅

広
く
活
躍
。１
男
５
女
の
父
親
。99

年
度
の
ベ
ス
ト
フ
ァ
ー
ザ
ー
賞
を

受
賞
。著
書
に『
娘
を
持
つ
父
親
の

た
め
の
本
』（
集
英
社
）な
ど
が
あ
る
。

か
め
や
ま 

い
く
お

１
９
４
９
年
生
ま
れ
。東
京
外
国
語

大
学
長
。ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
関
連

の
翻
訳
・
研
究
や
、
ソ
連
・
ス
タ
ー

リ
ン
体
制
下
の
政
治
と
芸
術
の
関

係
を
め
ぐ
る
著
書
が
多
い
。主
な
も

の
に
は『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー 

父
殺

し
の
文
学
』、翻
訳『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ

の
兄
弟
』『
罪
と
罰
』ほ
か
。

ゲ
ス
ト 

タ
ケ
カ
ワ
ユ
キ
ヒ
デ
氏

シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、作
家
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亀
山
郁
夫
学
長
（
以
下
、
学
長
）　

お
父
様
の

武
川
寛
海
さ
ん
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
研
究
家
と

し
て
有
名
で
す
が
、
僕
も
中
学
時
代
か
ら
、

『「
第
九
」
の
す
べ
て
』
な
ど
著
書
を
読
ま
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

タ
ケ
カ
ワ
ユ
キ
ヒ
デ
（
以
下
、
タ
ケ
カ
ワ
）　

父
は
20
年
前
に
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
も
し
生

き
て
い
た
ら
喜
ぶ
で
し
ょ
う
ね
。

英
語
の
歌
詞
を
書
く
た
め

外
語
大
に
進
学

学
長　

と
こ
ろ
で
、
タ
ケ
カ
ワ
さ
ん
は
ど
の
よ

う
な
き
っ
か
け
で
、
音
楽
の
道
に
入
ら
れ
た
の

で
す
か
。
我
々
の
同
時
代
体
験
と
も
い
う
べ
き
、

「
ビ
ー
ト
ル
ズ
体
験
」
の
よ
う
な
も
の
は
あ
っ

た
の
で
す
か
。

タ
ケ
カ
ワ　

僕
は
、「
音
楽
が
で
き
て
当
た
り

前
」
と
い
う
恐
ろ
し
い
家
庭
で
育
ち
ま
し
た
。

父
は
音
楽
評
論
家
で
、
母
も
鈴
木
バ
イ
オ
リ
ン

創
業
者
一
族
の
出
身
。
２
人
の
兄
も
ピ
ア
ノ
を

弾
い
て
作
曲
を
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
ド
ラ

ム
を
た
た
き
始
め
た
次
兄
に
初
め
て
ビ
ー
ト
ル

ズ
を
聴
か
せ
て
も
ら
っ
た
の
は
、
小
５
の
時
の

こ
と
で
す
。

学
長　

そ
う
い
う
環
境
に
育
つ
と
、
自
然
に
鍛

え
ら
れ
ま
す
よ
ね
。

タ
ケ
カ
ワ　

中
１
の
終
わ
り
に
同
級
生
と
バ
ン

ド
を
始
め
ま
し
た
。
あ
る
日
、
仲
間
が
日
本
語

で
歌
詞
を
書
い
て
き
て
「
こ
れ
を
英
訳
し
て
曲

を
つ
け
て
く
れ
」
と
言
う
ん
で
す
。
サ
ビ
の
部

分
が
、「
サ
ン
キ
ュ
ー
こ
れ
だ
け
、
サ
ン
キ
ュ

ー
君
に
だ
け
、
ア
イ
ラ
ブ
ユ
ー
」
と
い
う
歌
詞

で
、
和
英
辞
書
で
「
こ
れ
だ
け
」
を
引
く
と
、

た
く
さ
ん
羅
列
し
て
あ
る
中
で
「only this 

30
年
を
経
た
今
も
、

音
楽
の
新
し
さ
に

驚
か
さ
れ
ま
す 

─
亀
山

90
歳
に
な
っ
て
も
、

『
銀
河
鉄
道
９
９
９
』を

歌
っ
て
い
た
い 

─
タ
ケ
カ
ワ

m
uch

」
が
、
い
ち
ば
ん
格
好
い
い
と
思
っ
た
。

選
択
を
間
違
え
て
い
る
の
で
す
が
、
当
時
は
そ

れ
が
わ
か
ら
な
い
。
じ
ゃ
あ
、「thank you 

only this m
uch

」
だ
と
…
…
。
そ
ん
な
調
子

で
歌
詞
と
曲
を
作
り
、
歌
っ
て
み
た
ら
す
ご
く

よ
く
て
（
笑
）。

学
長　

会
心
の
出
来
だ
っ
た
。

タ
ケ
カ
ワ　

そ
れ
ま
で
も
作
曲
は
し
て
い
ま
し

た
が
、
日
本
語
だ
と
ど
う
し
て
も
唱
歌
の
レ
ベ

ル
を
超
え
ら
れ
な
い
。
参
っ
た
な
、
と
思
っ
て

い
た
頃
に
、
自
分
で
英
語
を
並
べ
て
み
た
ら
、

意
外
に
も
気
に
入
っ
た
曲
が
で
き
た
と
い
う
わ

け
で
す
。
最
高
の
気
分
で
し
た
。
た
だ
、
そ
の

時
僕
の
訳
し
た
英
語
の
歌
詞
は
、
と
て
も
英
詞

と
呼
べ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
で
、

英
語
が
ち
ゃ
ん
と
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、

し
ば
ら
く
作
曲
は
封
印
し
よ
う
と
決
め
た
ん
で

す
。
そ
の
後
の
３
年
間
は
１
曲
も
曲
を
書
か
ず
、

ビ
ー
ト
ル
ズ
の
コ
ピ
ー
バ
ン
ド
と
し
て
腕
を
磨

い
て
、
そ
し
て
最
後
の
１
年
ぐ
ら
い
は
、
お
店

で
演
奏
活
動
も
し
て
い
ま
し
た
。

学
長　

封
印
が
解
け
た
の
は
い
つ
頃
で
す
か
。

タ
ケ
カ
ワ　

高
２
に
な
っ
て
間
も
な
い
、
英
語

の
授
業
中
で
し
た
。
ふ
と
、
英
語
の
歌
詞
と
曲

の
着
想
が
浮
か
び
、
ノ
ー
ト
の
端
に
五
線
を
引

い
て
曲
を
書
き
始
め
た
ん
で
す
。
書
き
上
が
っ

て
パ
ッ
と
顔
を
上
げ
る
と
、
教
壇
に
は
別
の
先

生
が
立
っ
て
い
ま
し
た
。

学
長　

そ
れ
だ
け
集
中
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。

タ
ケ
カ
ワ　

自
分
で
も
驚
き
ま
し
た
。
帰
宅
し

て
早
速
歌
っ
て
み
た
ら
…
…
最
高
で
（
笑
）。

文
法
的
に
正
し
い
英
語
の
曲
を
初
め
て
作
れ
た
。

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
曲
作
り
を
再
開
し
ま
し
た
。

１
年
間
で
40
曲
は
書
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
バ
ム
の
収
録
曲
の
一
部
は
、
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や
り
た
か
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

だ
か
ら
、『
ガ
ン
ダ
ー
ラ
』
が
ゴ
ダ
イ
ゴ
の
最

初
の
ヒ
ッ
ト
曲
に
な
っ
た
こ
と
は
、
僕
と
し
て

は
ど
こ
か
不
本
意
で
し
た
。
で
も
、『
ガ
ン
ダ

ー
ラ
』
の
ヒ
ッ
ト
の
お
か
げ
で
、
自
分
が
や
り

た
い
こ
と
と
、
世
の
中
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
、
必
ず
し
も
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
僕
ら
の
ヒ
ッ
ト
曲
の
中

で
、
僕
自
身
が
力
を
ち
ゃ
ん
と
発
揮
し
た
と
思

え
る
作
品
は
、『
銀
河
鉄
道
９
９
９
』
で
し
ょ

う
か
。

今
で
も
多
く
の
人
が

僕
の
歌
を
愛
し
て
く
れ
る

学
長　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
タ
ケ
カ
ワ
さ
ん

は
99
年
に
、
ベ
ス
ト
フ
ァ
ー
ザ
ー
賞
を
受
賞
さ

れ
て
い
ま
す
。
１
男
５
女
の
父
親
と
し
て
、
ど

の
よ
う
な
教
育
観
を
お
持
ち
で
す
か
。

タ
ケ
カ
ワ　

い
ち
ば
ん
大
事
に
し
て
い
る
の
は
、

「
世
の
中
の
常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
自
由
に

や
ら
せ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
う

ち
の
長
女
と
次
女
は
、
音
大
付
属
の
高
校
に
通

っ
て
い
ま
し
た
が
、
長
女
は
、
大
学
と
大
学
院

で
栄
養
学
を
専
攻
し
て
管
理
栄
養
士
に
な
り
ま

し
た
。
次
女
も
、
大
学
で
文
化
人
類
学
を
専
攻

し
て
、
大
学
院
ま
で
行
き
ま
し
た
。
た
だ
、
普

通
の
人
が
あ
ま
り
考
え
な
い
よ
う
な
進
路
を
取

る
こ
と
で
、
子
ど
も
に
疎
外
感
を
抱
か
せ
な
い

よ
う
、
子
ど
も
た
ち
を
精
神
的
に
も
で
き
る
だ

け
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
常
に
心
掛
け
て
き
ま

し
た
。
も
う
一
つ
、
こ
れ
は
自
分
が
成
長
す
る

の
に
も
役
立
っ
た
こ
と
で
す
が
、
子
ど
も
に
質

問
さ
れ
た
こ
と
に
は
、
す
べ
て
答
え
る
よ
う
に

努
め
ま
し
た
。

学
長　

そ
れ
は
大
切
な
精
神
で
す
よ
ね
。
僕
は
、

子
ど
も
の
問
い
か
け
に
丁
寧
に
答
え
る
の
を
怠

っ
た
ほ
う
で
し
て
、
今
、
ち
ょ
っ
と
後
悔
し
て

い
ま
す
。
も
う
一
つ
お
聞
き
し
た
い
の
は
、
東

日
本
大
震
災
の
こ
と
で
す
。
タ
ケ
カ
ワ
さ
ん
は

１
人
の
芸
術
家
と
し
て
、
震
災
と
ど
う
向
き
合

わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

タ
ケ
カ
ワ　

先
日
、
被
災
地
の
避
難
所
を
慰
問

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
の
前

で
、
ヒ
ッ
ト
曲
を
歌
っ
て
喜
ん
で
も
ら
え
ま
し

た
。
で
も
、
慰
問
を
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
被

災
者
の
方
々
が
抱
え
て
い
る
問
題
が
解
決
す
る

わ
け
で
は
な
い
。
音
楽
が
人
の
助
け
に
な
る
の

は
、
あ
る
程
度
、
状
態
が
安
定
し
て
か
ら
だ
ろ

う
と
思
う
ん
で
す
。
本
当
に
つ
ら
い
と
き
、
好

き
な
音
楽
が
自
分
を
救
っ
て
く
れ
る
、
と
い
う

こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
中
ぶ
ら

り
ん
な
状
態
で
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
る
間
は
、

ま
ず
無
理
だ
と
思
い
ま
す
。「
つ
ら
い
で
し
ょ

う
が
、
今
の
こ
の
時
間
だ
け
は
音
楽
を
聴
い
て

忘
れ
て
く
だ
さ
い
」
な
ん
て
、
無
理
な
話
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

学
長　

そ
れ
は
僕
も
思
い
ま
す
。
人
間
が
豊
か

な
経
験
を
す
る
た
め
に
は
、
気
持
ち
の
中
に
豊

か
さ
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
貧
し
さ
は
心
を

固
く
閉
ざ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
芸
術
が
い
か
に

偉
大
な
力
を
持
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
生
き
る

希
望
や
夢
が
持
て
る
状
態
に
な
け
れ
ば
、
何
か

に
感
動
す
る
と
い
う
経
験
は
得
ら
れ
な
い
。

タ
ケ
カ
ワ　

残
念
な
が
ら
、
そ
の
通
り
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
音
楽
自
体
が
子
ど
も
た
ち
の
希
望

に
な
る
、
と
い
う
こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

貧
し
い
国
の
子
ど
も
た
ち
が
音
楽
や
ス
ポ
ー
ツ

に
夢
を
託
し
、
自
分
を
高
め
る
手
段
と
す
る
こ

と
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
今
回
の
よ

う
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
被
災
者
の
方
々
を
癒

や
す
だ
け
の
力
は
、
音
楽
に
は
な
い
で
す
ね
。

「
癒
や
す
」
前
に
必
要
な
の
は
「
再
建
」
だ
、

と
思
い
ま
し
た
。

学
長　

し
か
し
、「
災
害
で
財
産
を
す
べ
て
失

っ
た
」
と
い
う
こ
と
は
、
子
ど
も
に
は
理
解
で

き
な
い
。
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
救
い
で

も
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
子
ど
も
に
は
可
能
性

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
79
年
に
ユ
ニ
セ
フ
国
際

児
童
年
の
協
賛
曲
と
し
て
『
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ

ル
・
ネ
ー
ム
』
を
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本

当
に
見
事
な
曲
で
す
ね
。
し
か
も
、
今
で
も
楽

曲
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
幸
せ
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

タ
ケ
カ
ワ　

そ
う
で
す
ね
。『
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ

ル
・
ネ
ー
ム
』
に
限
ら
ず
、
今
で
も
僕
の
曲
を

覚
え
て
い
て
く
だ
さ
る
方
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

そ
し
て
、
僕
の
歌
を
聴
く
と
と
て
も
喜
ん
で
く

れ
る
ん
で
す
。
で
も
、
う
ぬ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に

い
つ
も
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
必
ず

し
も
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
力
だ
け
で
は
な
い
。
曲
そ

の
も
の
と
、
そ
の
時
代
に
自
分
自
身
が
体
験
し

た
こ
と
の
記
憶
が
、
分
か
ち
難
く
結
び
つ
い
て

い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
発
表
当
時

か
ら
か
な
り
時
間
が
た
っ
て
も
、
僕
の
曲
が
た

く
さ
ん
の
人
の
心
の
中
に
生
き
て
い
る
。
そ
れ

は
本
当
に
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

学
長　

私
も
音
楽
は
か
な
り
聴
き
尽
く
し
て
き

た
つ
も
り
で
す
が
、
タ
ケ
カ
ワ
さ
ん
の
生
み
出

す
音
楽
の
新
し
さ
に
は
、
改
め
て
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。
タ
ケ
カ
ワ
さ
ん
は
今
年
で
59
歳
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
ど
ん
な
60
代
を
迎
え
た
い
と
お

考
え
で
す
か
。

タ
ケ
カ
ワ　

今
、「
プ
ロ
ツ
ー
ル
ス
」
と
い
う
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

音
声
編
集
機
器
が
成
熟
段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
ス
タ
ジ
オ
が
丸
ご
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

入
っ
た
よ
う
な
も
の
で
、
こ
の
機
器
を
使
え
ば
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
か
ら
何
か
ら
、
自
宅
の
ス
タ
ジ

オ
で
何
で
も
１
人
で
で
き
て
し
ま
う
。
今
、
こ

れ
を
使
っ
て
作
曲
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
あ
と

30
年
は
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。

学
長　

自
分
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
音
楽
が
実
現
で

き
る
可
能
性
が
広
が
っ
て
、
こ
の
先
、
何
十
年

で
も
生
き
た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

タ
ケ
カ
ワ　

そ
う
な
ん
で
す
。
先
日
、
テ
レ
ビ

で
85
歳
の
ト
ニ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
が
歌
っ
て
い
る

の
を
見
た
ん
で
す
が
、
声
も
全
く
衰
え
て
な
い

し
、
ち
ょ
っ
と
踊
っ
た
り
し
て
、
す
ご
く
格
好

よ
か
っ
た
。
ト
ニ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
が
85
歳
で
い

く
な
ら
、
こ
っ
ち
は
90
歳
で
『
９
９
９
』
を
歌

わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
（
笑
）。
こ
れ
か
ら
の
楽

し
み
で
す
。

不
本
意
だ
っ
た

『
ガ
ン
ダ
ー
ラ
』の
大
ヒ
ッ
ト

学
長　

そ
れ
は
す
ご
い
（
笑
）。
と
こ
ろ
で
、

タ
ケ
カ
ワ
さ
ん
の
代
表
作
の
一
つ
に
『
ガ
ン
ダ

ー
ラ
』
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
78
年
に
テ
レ

ビ
番
組
『
西
遊
記
』
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
テ
ー
マ

と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
す
ね
。
こ
の
曲
で
素

晴
ら
し
い
と
思
っ
た
の
が
、
サ
ビ
で
「in 

Gandhara

」
と
ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
入
る
と
こ

ろ
。
こ
れ
が
絶
妙
だ
と
思
い
ま
し
た
。

タ
ケ
カ
ワ　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
僕
が

こ
だ
わ
っ
て
い
た
の
は
、
英
語
の
曲
な
ら
で
は

の
格
好
よ
さ
。
だ
か
ら
、
英
語
の
と
こ
ろ
を
褒

め
て
も
ら
え
る
と
、
う
れ
し
い
で
す
。

学
長　

メ
ロ
デ
ィ
ー
ラ
イ
ン
に
乗
っ
た
英
語
の

響
き
が
、
本
当
に
自
然
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
は
、

語
学
力
の
問
題
と
い
う
よ
り
、
英
語
の
音
に
対

す
る
感
覚
、
リ
ズ
ム
に
対
す
る
感
覚
の
問
題
だ

と
思
い
ま
す
。YouTube

で
ラ
イ
ブ
の
動
画

を
見
た
ん
で
す
が
、
２
カ
月
ほ
ど
前
に
「
こ
れ

は
天
才
の
音
楽
だ
」
と
コ
メ
ン
ト
を
書
き
込
ん

で
い
る
人
が
い
ま
し
た
。
発
表
か
ら
30
年
た
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
、
聴
い
て
も
新

し
い
と
感
じ
ら
れ
る
。
た
だ
、『
モ
ン
キ
ー
・

マ
ジ
ッ
ク
』
な
ど
の
曲
と
比
べ
る
と
、『
ガ
ン

ダ
ー
ラ
』
に
は
イ
ン
ド
趣
味
に
加
え
て
和
風
の

痕
跡
も
あ
り
ま
す
ね
。

タ
ケ
カ
ワ　

僕
の
音
楽
の
出
発
点
は
『
ガ
ン
ダ

ー
ラ
』
で
は
な
い
ん
で
す
。『
ガ
ン
ダ
ー
ラ
』

は
、
デ
ビ
ュ
ー
の
数
年
後
に
書
い
た
も
の
。
当

時
の
僕
は
東
洋
、
特
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
民

族
音
楽
に
凝
っ
て
い
ま
し
た
。
偉
大
な
パ
ワ
ー

を
持
つ
民
族
音
楽
や
日
本
の
雅
楽
な
ど
に
出
合

い
、
こ
れ
は
ア
ジ
ア
も
捨
て
た
も
の
で
は
な
い

な
、
と
感
じ
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
、
ア
メ
リ
カ

的
な
音
楽
は
あ
る
程
度
消
化
で
き
た
つ
も
り
で

し
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
、
ア
ジ
ア
の
向
こ
う
側

が
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
に
感
じ
ら
れ
た
ん
で
す
。
実

は
、
当
時
、
僕
が
自
宅
で
作
っ
た
デ
モ
テ
ー
プ

が
シ
リ
ー
ズ
で
C
D
化
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
の
中
に
、
最
初
に
作
曲
し
た
時
の
『
ガ
ン
ダ

ー
ラ
』
が
入
っ
て
い
ま
す
。
今
、
聴
い
て
い
た

だ
け
ま
す
か
。

学
長　

な
る
ほ
ど
。『
ガ
ン
ダ
ー
ラ
』
も
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
英
語
版
の
ほ
う
は
、
日
本
語
版
よ
り

も
ア
メ
リ
カ
的
な
印
象
で
す
よ
ね
。

タ
ケ
カ
ワ　

最
初
に
作
曲
し
た
『
ガ
ン
ダ
ー

ラ
』
は
、
発
表
し
た
も
の
と
は
曲
調
が
違
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
が
ご
存
じ
の
『
ガ
ン
ダ
ー
ラ
』

は
マ
イ
ナ
ー
（
短
調
）
の
曲
で
す
が
、
も
と
も

と
は
メ
ジ
ャ
ー
（
長
調
）
で
始
ま
る
曲
で
し
た
。

そ
れ
が
日
本
風
の
曲
に
な
っ
た
の
に
は
理
由
が

あ
る
ん
で
す
。
当
時
は
事
務
所
が
経
済
的
に
大

変
で
ゴ
ダ
イ
ゴ
も
解
散
す
る
か
ど
う
か
の
瀬
戸

際
で
し
た
。
み
ん
な
ヒ
ッ
ト
が
欲
し
か
っ
た
ん

で
す
。
そ
ん
な
折
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
そ
の

中
に
ヒ
ッ
ト
の
光
を
見
い
だ
し
た
の
が
、
短
調

で
書
か
れ
た
『
ガ
ン
ダ
ー
ラ
』
の
サ
ビ
の
部
分

だ
っ
た
。「
こ
れ
、
サ
ビ
が
い
い
よ
。
曲
を
全

部
、
短
調
に
書
き
換
え
て
く
れ
な
い
か
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
僕
と
し
て
は
、
も
ち
ろ
ん
断
れ

な
い
。
そ
の
結
果
、
相
当
和
風
に
な
っ
た
わ
け

で
す
。

学
長　

な
る
ほ
ど
。
で
も
、
あ
の
曲
調
の
懐
か

し
さ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、『
ガ
ン
ダ
ー
ラ
』

は
大
ヒ
ッ
ト
し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

タ
ケ
カ
ワ　

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら

本
当
に
よ
か
っ
た
。
た
だ
、
そ
れ
は
「
僕
」
が

『
ハ
ピ
ネ
ス
』
も
含
め
て
こ
の
時
期
の
作
品
が

収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

僕
と
し
て
は
そ
の
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
コ
ピ
ー
バ

ン
ド
で
世
界
を
目
指
し
た
か
っ
た
ん
で
す
が
、

高
２
の
夏
休
み
に
バ
ン
ド
が
解
散
。
進
路
に
つ

い
て
父
に
相
談
す
る
と
、「
芸
大
に
行
っ
て
作

曲
を
学
ん
だ
ら
ど
う
だ
」
と
勧
め
ら
れ
ま
し
て
。

そ
れ
で
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
と

ピ
ア
ノ
を
習
い
始
め
た
。
た
だ
、
い
ち
ば
ん
や

り
た
か
っ
た
の
は
「
英
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
」。
ポ
ッ
プ
ス
の
英
語
に
近
づ
く
た
め

に
も
、
今
度
は
話
し
言
葉
で
詞
を
書
け
る
よ
う

に
な
り
た
か
っ
た
。

学
長　

そ
れ
で
、
上
智
大
学
の
英
語
学
科
を
志

望
さ
れ
た
わ
け
で
す
ね
。

タ
ケ
カ
ワ　

は
い
。
た
だ
高
校
時
代
の
英
語
の

成
績
は
「
３
」。
１
年
目
は
上
智
と
音
大
に
落

ち
て
、
奇
跡
的
に
横
浜
国
大
に
合
格
し
ま
し
た
。

大
学
に
通
い
始
め
た
も
の
の
、
そ
の
年
の
夏
頃

に
「
や
っ
ぱ
り
英
語
を
一
か
ら
や
り
直
そ
う
」

と
思
い
、
10
月
か
ら
３
カ
月
間
、
家
か
ら
一
歩

も
出
ず
に
受
験
勉
強
に
励
み
ま
し
た
。

学
長　

そ
し
て
、
翌
年
、
外
語
大
で
も
最
難
関

の
英
米
語
学
科
に
合
格
さ
れ
た
。

タ
ケ
カ
ワ　

ハ
ッ
キ
リ
言
え
る
の
は
、「
数
学

で
外
語
大
に
合
格
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

二
次
試
験
の
数
学
は
満
点
で
し
た
。
一
次
試
験

の
英
語
の
ほ
う
も
、
奇
跡
的
に
通
り
ま
し
て
。

学
長　

神
通
力
が
働
い
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

タ
ケ
カ
ワ　

兄
貴
に
言
わ
れ
ま
し
た
。「
お
前

が
芸
大
に
入
っ
て
も
驚
か
な
か
っ
た
け
ど
、
外

語
大
に
入
れ
た
の
は
ビ
ッ
ク
リ
だ
」っ
て
（
笑
）。

横
浜
国
大
の
友
達
も
、「
お
前
が
外
語
大
に
入

れ
る
な
ら
、
俺
に
も
で
き
る
は
ず
だ
」
と
言
っ

て
、
公
認
会
計
士
試
験
に
合
格
し
ち
ゃ
っ
た
。
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すずき りょうへい
1983年生まれ。兵庫県出身。
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語学部欧米第一課程英語専
攻卒業。英語検定1級。特技
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ギュラー出演し、西野健太郎役
を好演した。

graduated active person in society_01

自分で動かないと何も始まらない
鈴木亮平

俳優

文・林 愛子（p16）／吉田燿子（p17）　写真・髙仲建次

「
将
来
、
俳
優
に
な
る
に
は
東
京
に
行

く
し
か
な
い
。
英
語
が
好
き
だ
っ
た
の

で
大
学
は
外
語
大
に
決
め
ま
し
た
」

　

そ
う
述
懐
す
る
鈴
木
亮
平
さ
ん
は
現

在
、
大
手
芸
能
事
務
所
ホ
リ
プ
ロ
に
所

属
す
る
若
手
俳
優
だ
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
映
画
が
大
好
き
で
、

映
画
館
に
通
い
詰
め
る
う
ち
に
、
い
つ

し
か
自
分
も
演
ず
る
側
に
立
ち
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

大
学
で
は
演
劇
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
的
な
役
割
を
果
た
し

た
こ
と
も
。

「
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
好
き
で
、

彼
を
テ
ー
マ
に
し
た
芝
居
を
演
出
し
ま

し
た
。
脚
本
や
舞
台
監
督
の
役
割
を
こ

な
し
、
ダ
ン
ス
の
振
り
付
け
も
担
当
し

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
僕
も
出
演
し
て

い
ま
す
」

　

夢
の
実
現
に
向
け
て
本
格
的
に
動
い

た
の
は
大
学
３
年
生
の
時
。

「
一
般
的
な
就
活
と
違
っ
て
会
社
説
明

会
が
な
い
の
で
、『
今
か
ら
履
歴
書
を

持
ち
込
み
た
い
』
と
電
話
を
か
け
る
ん

で
す
。
最
初
は
受
話
器
を
持
つ
手
が
震

え
る
ほ
ど
緊
張
し
ま
し
た
」

　

数
十
社
を
回
っ
た
も
の
の
、
な
か
な

か
所
属
先
は
決
ま
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
、

「
こ
こ
で
諦
め
な
い
人
間
だ
け
が
、
結

果
を
出
せ
る
ん
だ
」
と
、
自
分
で
自
分

を
励
ま
し
続
け
た
。

　

や
が
て
事
務
所
が
決
ま
り
、
日
本
初

の
水
着
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ボ
ー
イ
と
し
て

デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
。
そ
の
後
、
現
在

の
事
務
所
へ
移
籍
し
た
。

「
自
分
か
ら
動
き
出
さ
な
い
と
何
も
変

わ
ら
な
い
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」

　

実
は
、
鈴
木
さ
ん
の
言
語
に
対
す
る

こ
だ
わ
り
は
相
当
な
も
の
。
大
学
で
は

言
語
学
や
意
味
論
を
扱
う
宗
宮
喜
代
子

教
授
の
ゼ
ミ
に
所
属
。
教
授
は
鈴
木
さ

ん
が
脚
本
を
手
掛
け
た
外
語
祭
の
舞
台

を
見
て
「
オ
ノ
マ
ト
ペ
（
擬
声
語
や
擬

態
語
）
も
い
っ
ぱ
い
で
、
言
語
学
的
に

も
素
晴
ら
し
い
」
と
絶
賛
し
た
と
い
う
。

　

卒
論
の
テ
ー
マ
は
、「
映
画
の
タ
イ

ト
ル
に
み
ら
れ
る
、
あ
る
種
の
法
則
に

従
っ
た
認
知
言
語
学
」。

「
例
え
ば
、
濁
音
は
ホ
ラ
ー
や
サ
ス
ペ

ン
ス
に
向
き
ま
す
が
、
恋
愛
も
の
に
は

向
か
な
い
。『
サ
ク
サ
ク
』
よ
り
も

『
ザ
ク
ザ
ク
』
の
ほ
う
が
強
い
印
象
を

与
え
る
。
そ
れ
と
同
じ
こ
と
で
す
」

　

ゼ
ミ
教
授
に
褒
め
ら
れ
た
記
憶
を
は

じ
め
と
す
る
外
語
大
で
の
４
年
間
を
胸

に
俳
優
稼
業
に
い
そ
し
む
。

いわた たつじ
1986年東京外国語大学フラン
ス語学科卒業。大学在学中か
ら舞台監督集団『ザ・スタッフ』
に参加し、91年から栗山昌良氏
に師事。96年五島記念文化賞
オペラ新人賞受賞。主な演出
作品に、日生劇場『カルメン』、
びわ湖ホール『ジプシー男爵』、
大阪音楽大学ザ・カレッジ・オ
ペラハウス『ドン・ジョヴァンニ』
などがある。
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オペラで人間存在の輝きを追求したい
岩田達宗

オペラ演出家

　

外
語
大
在
学
中
か
ら
舞
台
の
仕
事
を

手
掛
け
、
30
歳
で
オ
ペ
ラ
演
出
家
と
し

て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
岩
田
達
宗
さ
ん
。
現

在
、
３
年
先
ま
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
埋

ま
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
だ
。

　

詩
人
・
仏
文
学
翻
訳
者
と
し
て
知
ら

れ
る
安
東
次
男
教
授
に
憧
れ
て
、
１
９

８
１
年
、
外
語
大
フ
ラ
ン
ス
語
学
科
に

入
学
し
た
。
１
年
次
の
成
績
は
１
科
目

を
除
き
す
べ
て
「
優
」。
い
ず
れ
は
安
東

ゼ
ミ
で
学
び
、
言
語
学
者
に
な
る
つ
も

り
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
安
東
教

授
が
２
年
目
に
突
然
退
官
。
シ
ョ
ッ
ク

の
あ
ま
り
学
業
意
欲
を
失
っ
て
し
ま
う
。

　

だ
が
、
こ
の
「
安
東
シ
ョ
ッ
ク
」
が
、

岩
田
さ
ん
を
未
知
の
世
界
へ
と
誘
う
こ

と
に
な
る
。
当
時
は
バ
ブ
ル
景
気
で
、

海
外
の
オ
ペ
ラ
劇
場
の
来
日
公
演
、
通

称
〝
引
っ
越
し
公
演
〞
が
盛
ん
だ
っ
た
。

先
輩
か
ら
荷
物
運
搬
の
ア
ル
バ
イ
ト
を

紹
介
さ
れ
、
岩
田
さ
ん
は
オ
ペ
ラ
の
現

場
で
働
く
よ
う
に
な
る
。

「
生
身
の
肉
体
で
圧
倒
的
な
声
を
聴
か

せ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
オ
ペ
ラ
と
は

ス
ポ
ー
ツ
の
よ
う
な
も
の
。
膨
大
な
時

間
と
労
力
、
億
単
位
の
資
金
が
数
時
間

で
蕩と

う

尽じ
ん

さ
れ
、
歌
手
の
声
に
収

し
ゅ
う
斂れ

ん
し
て

い
く
。
そ
の
し
び
れ
る
よ
う
な
魅
力
に

ズ
ル
ズ
ル
と
引
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
ん

で
す
」

　

卒
業
後
、
劇
団
の
演
出
部
を
経
て
、

96
年
に
オ
ペ
ラ
演
出
家
と
し
て
デ
ビ
ュ

ー
、
数
々
の
作
品
を
手
掛
け
て
き
た
。

「
オ
ペ
ラ
公
演
に
は
歌
手
や
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
、
裏
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

プ
ロ
が
結
集
し
ま
す
。
で
す
の
で
、
オ

ペ
ラ
演
出
家
に
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
以

上
に
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ

る
。
歌
手
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
も
演
出
家

の
仕
事
。
こ
の
面
倒
く
さ
さ
が
、
何
と

も
い
え
ず
面
白
い
ん
で
す
」

　

百
戦
錬
磨
の
プ
ロ
集
団
を
ま
と
め
上

げ
る
人
心
収

し
ゅ
う
攬ら

ん
術
と
言
語
セ
ン
ス
は
、

外
語
大
時
代
に
磨
か
れ
た
も
の
だ
。
在

学
中
に
は
外
語
祭
の
語
劇
で
、
近
松
門

左
衛
門
や
イ
ヨ
ネ
ス
コ
を
上
演
し
た
。

「
外
国
語
で
の
演
出
に
戸
惑
い
を
感
じ

な
い
の
も
、
語
劇
を
経
験
し
た
か
ら
か

も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

来
年
以
降
、
４
つ
の
新
作
・
日
本
語

オ
ペ
ラ
の
公
演
を
予
定
し
て
い
る
。

「
作
品
を
通
じ
て
、
21
世
紀
の
オ
ペ
ラ

の
可
能
性
と
新
し
い
人
間
存
在
の
輝
き

を
、
お
客
様
に
提
示
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
」
と
岩
田
さ
ん
。
理
想
の
舞
台
づ

く
り
へ
今
日
も
ま
い
進
す
る
。

既に役者の道を決めていた大学時代。
語劇の経験が今に生かされている。
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person
do ing

re sea r ch

「
米
国
人
は
、
イ
ス
ラ
ム
へ
の
偏
見
か
ら

自
由
に
な
ろ
う
と
大
変
な
努
力
を
払
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
結
局
は
独
善

性
か
ら
脱
却
で
き
ず
、
イ
ス
ラ
ム
文
化

を
後
進
的
と
見
て
い
る
こ
と
が
、
い
ろ

い
ろ
な
場
面
で
露
呈
し
て
し
ま
う
。
米

国
人
と
比
べ
て
、
日
本
人
が
い
か
に
イ
ス

ラ
ム
へ
の
偏
見
か
ら
自
由
で
あ
る
か
を
知

り
ま
し
た
。
の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
人

と
し
て
大
き
な
発
展
を
遂
げ
た
日
本
人

に
、
イ
ス
ラ
ム
の
人
々
が
い
か
に
高
い
期

待
を
寄
せ
て
い
る
か
を
知
っ
た
の
で
す
」

知
識
人
の
姿
が
映
し
出
す

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
社
会

　

八
木
氏
の
主
な
研
究
テ
ー
マ
は
、

「
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
お
け
る
知
識
人
の

宗
教
観
」。
博
士
論
文
で
は
エ
ジ
プ
ト

の
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
ナ
ギ
ー
ブ
・
マ
フ

フ
ー
ズ
を
取
り
上
げ
（『
マ
フ
フ
ー

ズ
・
文
学
・
イ
ス
ラ
ム
』
06
年
刊
）、

知
識
人
の
旅
行
記
な
ど
を
分
析
対
象
と

し
た
『
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
お

け
る
他
者
像
の
変
遷
』（
07
年
刊
）
も

上
梓
。
終
始
一
貫
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の

知
識
人
を
研
究
対
象
と
し
て
き
た
。

「
知
識
人
は
、
社
会
を
内
側
と
外
側
か

ら
同
時
に
見
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

自
分
が
属
す
る
社
会
か
ら
離
れ
ら
れ
ず
、

そ
れ
で
い
て
民
衆
と
同
化
す
る
こ
と
も

で
き
な
い
。
同
じ
信
仰
を
持
つ
者
と
し

て
周
囲
の
人
々
に
対
し
て
、
時
に
腹
を

立
て
な
が
ら
も
、
共
感
す
る
自
分
が
い

る
。
ど
の
一
線
を
越
え
れ
ば
、
自
分
は

イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う

の
か

│
そ
う
問
い
続
け
る
知
識
人
の

姿
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
社
会
が
抱

え
る
問
題
の
本
質
が
、
よ
り
切
実
な
形

で
表
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

　

し
か
し
な
が
ら
、
宗
教
と
近
代
的
知

性
と
の
相
克
は
、
イ
ス
ラ
ム
に
限
っ
た

話
で
は
な
い
。
八
木
氏
自
身
も
生
い
立

ち
の
中
で
、
同
じ
よ
う
な
葛
藤
を
感
じ

て
き
た
と
い
う
。

「
母
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
だ
っ
た
影
響
で
、

私
自
身
も
幼
い
頃
か
ら
『
宗
教
と
は
何

か
』
と
い
う
問
い
と
格
闘
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、〝
迷
わ
な
い
人
〞

に
は
興
味
が
な
い
。
葛
藤
を
抱
え
な
が

ら
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
ゴ

ー
ル
に
至
っ
た
の
か
、
そ
の
作
法
を
知

る
こ
と
が
、
そ
の
社
会
を
理
解
す
る
突

破
口
の
よ
う
に
思
え
る
の
で
す
」

　

現
在
の
研
究
テ
ー
マ
は
「
グ
ロ
ー
バ

ル
化
時
代
の
イ
ス
ラ
ム
」。
地
球
規
模

で
人
や
情
報
が
動
く
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

状
況
が
、
イ
ス
ラ
ム
社
会
の
構
造
に
ど

の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
の

か
。
そ
の
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
見
つ
め

て
い
き
た
い
、
と
八
木
氏
は
語
る
。

「
イ
ス
ラ
ム
金
融
、
イ
ス
ラ
ム
運
輸
、

イ
ス
ラ
ム
商
品

│
今
後
は
経
済
活
動

と
イ
ス
ラ
ム
が
結
び
つ
き
、
新
し
い
市

場
価
値
を
生
み
出
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

『
ど
の
よ
う
な
消
費
が
イ
ス
ラ
ム
的
か
』

を
規
定
す
る
こ
と
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒

が
あ
る
べ
き
自
己
像
を
再
構
築
す
る
作

業
で
も
あ
る
。
そ
の
過
程
に
注
目
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

こ
れ
ま
で
外
語
大
、
東
大
、
ハ
ー
バ

ー
ド
大
と
い
う
３
つ
の
大
学
を
経
験
し

て
き
た
八
木
氏
。
そ
の
経
験
を
通
じ
て
、

外
語
大
の
強
み
を
実
感
し
た
こ
と
も
少

な
く
な
い
と
い
う
。

「
ハ
ー
バ
ー
ド
大
は
人
材
や
研
究
環
境

に
は
恵
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
米
国
と
い

う
強
者
な
ら
で
は
の
思
い
込
み
や
偏
見

に
縛
ら
れ
て
い
る
面
も
あ
る
。
東
大
は
、

学
問
の
方
法
論
が
厳
格
で
専
門
性
が
深

い
半
面
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
へ
の
準

備
は
必
ず
し
も
十
分
と
は
い
え
な
い
。

外
語
大
の
す
ご
い
と
こ
ろ
は
、
語
学
教

育
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
国
の
人

と
じ
か
に
接
し
、
慣
習
や
生
活
文
化
を

肌
で
感
じ
る
機
会
が
ふ
ん
だ
ん
に
あ
る

こ
と
で
す
。
自
国
の
文
化
と
異
文
化
を

擦
り
合
わ
せ
る
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る

│
そ
れ
が
外
語
大
の
素
晴
ら
し

さ
だ
と
思
い
ま
す
」

時
間
管
理
術
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
理
論
を
、

イ
ス
ラ
ム
の
教
え
と
結
び
つ
け
て
語
る

点
に
特
徴
が
あ
る
。「
イ
ス
ラ
ム
は
成

功
に
結
び
つ
く
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
す
る
こ
と
で
、
経
済
的
な
豊
か

さ
を
求
め
る
民
衆
か
ら
絶
大
な
支
持
を

得
て
い
る
の
だ
。
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
変

化
の
予
兆
は
、
こ
う
し
た
現
象
か
ら
も

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

│
そ
う
、

八
木
氏
は
指
摘
す
る
。

米
国
で
実
感
し
た

対
イ
ス
ラ
ム
観
の
差

　

中
東
へ
の
関
心
が
芽
生
え
た
の
は
、

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
世
情
が
騒
然
と
し

て
い
た
中
学
時
代
。
外
語
大
で
は
ア
ラ

ビ
ア
語
を
専
攻
し
、「
翻
訳
で
食
べ
て

い
け
た
ら
」
と
考
え
て
い
た
。

　

そ
ん
な
八
木
氏
の
運
命
を
変
え
る
出

来
事
が
起
こ
る
。
あ
る
日
、
古
本
屋
を

の
ぞ
く
と
、
１
冊
の
本
が
目
に
留
ま
っ

た
。
題
名
は
『
死
を
見
つ
め
る
心
』。

が
ん
で
余
命
３
カ
月
と
宣
告
さ
れ
た
宗

教
学
者
の
岸
本
英
夫
が
、
闘
病
中
の
心

の
記
録
を
ま
と
め
た
エ
ッ
セ
ー
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
は
イ
ス
ラ
ム

世
界
に
も
押
し
寄
せ
、
中
東
に

ド
ミ
ノ
的
な
民
主
化
運
動
を
も
た
ら
し

た
。
そ
ん
な
中
、
イ
ス
ラ
ム
社
会
の
根

幹
を
成
す
宗
教
観
も
ま
た
、
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ム
社
会

が
、「
近
現
代
と
伝
統
と
の
相
克
」
を

ど
う
乗
り
越
え
て
い
く
の
か

│
こ
う

し
た
視
点
か
ら
研
究
を
続
け
て
い
る
の

が
、
宗
教
学
者
の
八
木
久
美
子
氏
だ
。

「
例
え
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に

伴
い
、
イ
ス
ラ
ム
市
場
は
世
界
的
な
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。
で
は
〝
イ
ス
ラ

ム
的
消
費
〞
の
条
件
と
は
何
か
。『
イ

ス
ラ
ム
教
徒
が
生
産
し
た
も
の
に
限

る
』『
生
産
者
が
異
教
徒
で
も
、
イ
ス

ラ
ム
法
に
の
っ
と
っ
て
作
ら
れ
た
も
の

で
あ
れ
ば
O
K
』
等
々
、
そ
の
定
義
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
興
味
深
い
の
は
、
こ

の
よ
う
な
言
説
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
の

が
、
イ
ス
ラ
ム
法
学
者
で
は
な
く
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
で
あ
る
と
い
う
事
実
で
す
」

　

こ
う
し
た
変
化
の
表
れ
と
も
い
え
る

の
が
、
近
年
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
で
台
頭

す
る
〝
俗
人
説
教
師
〞
の
存
在
だ
。
彼

ら
は
実
業
界
の
成
功
者
で
、
欧
米
流
の

「
宗
教
を
客
観
的
に
研
究
す
る
研
究
者

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
神
の
存
在
を
認
め

な
か
っ
た
自
分
。
そ
の
自
分
が
死
と
直

面
し
た
と
き
、
果
た
し
て
そ
こ
で
踏
み

と
ど
ま
れ
る
の
か

│
エ
ッ
セ
ー
で
あ

る
と
同
時
に
宗
教
学
の
本
質
を
問
う
よ

う
な
内
容
で
、
と
て
も
興
味
を
惹
か
れ

ま
し
た
。『
私
が
や
り
た
い
の
は
こ
れ

だ
』
と
思
い
、
宗
教
学
を
研
究
す
る
こ

と
を
決
め
た
の
で
す
」

　

在
学
中
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
エ
ジ
プ
ト

に
１
年
半
留
学
（
留
学
中
に
卒
業
）。

エ
ジ
プ
ト
留
学
中
に
出
会
っ
た
外
交
官

と
結
婚
し
、
赴
任
先
の
カ
タ
ー
ル
で
２

年
半
を
過
ご
し
た
。
帰
国
後
、
東
京
大

学
大
学
院
に
進
学
。
修
士
課
程
を
終
え
、

博
士
課
程
に
入
っ
て
間
も
な
く
、
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
の
大
学
院
に
移
り
、
世
界

一
流
の
研
究
者
が
ひ
し
め
く
環
境
で
、

イ
ス
ラ
ム
研
究
に
従
事
し
た
。
研
究
者

の
人
数
、
そ
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
、
そ
し

て
文
献
の
質
・
量
と
も
に
圧
倒
的
な
豊

か
さ
を
誇
る
ハ
ー
バ
ー
ド
大
で
の
研
究

生
活
は
充
実
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
イ

ス
ラ
ム
に
対
す
る
研
究
姿
勢
に
は
彼
我

の
違
い
も
感
じ
た
と
い
う
。

八
木
久
美
子
教
授

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院
・
言
語
文
化
部
門

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
は

新
た
な
市
場
原
理
の
導
入
を
う
な
が
し
、

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
生
き
る
社
会
に

地
殻
変
動
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
。

近
代
的
思
考
と
伝
統
宗
教
の
は
ざ
ま
で
、

イ
ス
ラ
ム
の
人
々
は
い
か
に
葛
藤
し
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

新
た
な
自
己
像
を
模
索
す
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
挑
戦
。

そ
れ
を
見
つ
め
る
八
木
氏
の
視
線
は
、

鋭
く
、そ
し
て
温
か
い
。

文
・
吉
田
燿
子　

写
真
・
山
崎
亜
沙
子

や
ぎ 

く
み
こ

１
９
８
２
年
東
京
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部

ア
ラ
ビ
ア
語
学
科
卒
業
。90
年
東
京
大
学
大
学
院

人
文
科
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了（
宗
教
学
宗
教
史
学
専
攻
）、

93
年
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
大
学
院
で

修
士
号
取
得
、２
０
０
１
年
同
大
学
院
で
博
士
号
取
得
。

東
京
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部

助
手
・
助
教
授
を
経
て
、04
年
か
ら
現
職
。

Interview
 w

ith K
um

iko Y
agi

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
揺
れ
る
イ
ス
ラ
ム
を
見
つ
め
て

イスラム教徒知識人の
宗教観についての
研究成果をまとめた著書。

イスラム教の聖典『コーラン』。
豆本タイプやペンダント・タイプなど、

さまざまな種類がある。

18GLOBE Voice 2011, Number 4GLOBE Voice 2011, Number 419



2

person
do ing

re sea r ch

ゲ
リ
ラ
に
武
器
を
捨
て
さ
せ
る
の
は
並

大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。
当
時
の
シ
エ

ラ
レ
オ
ネ
で
は
、
10
代
の
少
年
兵
に
よ

る
無
差
別
殺さ

つ

戮り
く

が
横
行
し
て
お
り
、
現

場
の
状
況
は
凄せ

い

惨さ
ん

を
極
め
て
い
た
。

「
彼
ら
は
も
と
も
と
革
命
軍
だ
っ
た
の

で
す
が
、
内
戦
で
疲
弊
し
、
殺
人
が
自

己
目
的
化
し
て
い
る
よ
う
な
状

態
で
し
た
。
朝
か
ら
麻
薬
を
や

り
、
い
か
に
残
虐
な
殺
し
方
を

す
る
か
を
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
競

い
合
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
連

中
を
相
手
に
す
る
わ
け
で
す
か

ら
、
殉
職
率
も
高
か
っ
た
。
そ

れ
は
も
う
大
変
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
し
た
ね
」

　

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
の
Ｄ
Ｄ
Ｒ
を

完
了
し
た
伊
勢
﨑
氏
の
元
に
、

さ
ら
な
る
依
頼
が
舞
い
込
む
。

今
度
は
外
務
省
か
ら
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
Ｄ
Ｄ
Ｒ
の
指
揮
を

執
る
よ
う
依
頼
さ
れ
た
の
だ
。

　

03
年
当
時
、
現
地
で
は
暫
定

政
府
が
樹
立
さ
れ
、
日
本
政
府

が
復
興
支
援
に
当
た
っ
て
い
た
。

一
方
で
、
タ
リ
バ
ン
政
権
の
瓦

解
後
も
、
国
内
で
は
９
つ
の
軍

閥
の
間
で
内
戦
状
態
が
続
い
て

い
た
。
そ
ん
な
中
、
日
本
主
導

で
武
装
解
除
を
進
め
る
べ
く
、

再
び
伊
勢
﨑
氏
が
駆
り
出
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

「
一
番
大
変
だ
っ
た
の
は
、
日

本
の
外
務
省
の
キ
ャ
リ
ア
官
僚

が
頼
り
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
。

優
秀
で
は
あ
っ
て
も
交
渉
力
に

欠
け
、
米
国
の
軍
人
相
手
に
丁
々
発
止

が
で
き
る
よ
う
な
人
が
１
人
も
い
な
か

っ
た
。
会
議
で
議
論
し
な
が
ら
課
題
を

解
決
し
て
い
く
作
業
が
、
日
本
人
は
全

然
で
き
な
い
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
シ
ョ

ッ
ク
で
し
た
ね
」

　

さ
ま
ざ
ま
な
試
練
を
乗
り
越
え
て
無

事
、
Ｄ
Ｄ
Ｒ
を
完
了
。
外
語
大
大
学
院

に
教
授
と
し
て
招
か
れ
た
の
は
06
年
の

こ
と
だ
。
現
在
は
「
平
和
構
築
学
」
の

特
別
講
座
を
担
当
。
過
去
の
事
例
を
分

析
し
て
、
戦
争
を
予
防
す
る
方
法
を
模

索
し
、
未
来
に
活
か
す
こ
と
を
主
目
的

と
し
た
研
究
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

　

授
業
は
す
べ
て
英
語
で
行
わ
れ
、
定

員
は
８
人
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ

ク
、
米
国
な
ど
紛
争
当
事
国
か
ら
の
留

学
生
が
中
心
で
、
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
る
と
い
う
。

「
受
講
生
の
中
に
は
戦
争
被
害
者
や
、

紛
争
の
経
験
者
も
い
る
。
彼
ら
は
そ
れ

ぞ
れ
が
異
な
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

持
っ
て
お
り
、
戦
争
犯
罪
の
裁
き
方
一

つ
取
っ
て
も
考
え
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

そ
う
い
う
彼
ら
が
、
敵
と
は
何
か
、
戦

争
犯
罪
を
許
せ
る
の
か
、
と
い
っ
た
テ

ー
マ
で
議
論
す
る
の
で
す
か
ら
、
白
熱

し
な
い
わ
け
が
な
い
。
こ
う
し
た
議
論

を
通
じ
て
『
経
験
を
相
対
化
』
す
る
こ

と
も
、
ゼ
ミ
の
目
的
の
一
つ
で
す
」

　

残
念
な
が
ら
、
今
の
と
こ
ろ
日
本
人

の
受
講
生
は
ゼ
ロ
。
受
講
希
望
者
は
い

る
も
の
の
、「
真
剣
味
が
不
足
し
て
い

る
」
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
だ
。

「
理
想
を
言
え
ば
、
沖
縄
の
基
地
や
ホ

ー
ム
レ
ス
の
問
題
に
真
剣
に
取
り
組
ん

で
き
た
よ
う
な
学
生
に
来
て
ほ
し
い
で

す
ね
。
本
当
に
熱
意
が
あ
る
か
ど
う
か

は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
れ
ば
わ
か
り
ま

す
か
ら
」

　

こ
れ
ま
で
の
実
務
経
験
を
活
か
し
て
、

即
戦
力
と
な
る
人
間
を
育
て
た
い
、
と

伊
勢
﨑
氏
。
国
際
協
力
の
現
場
で
働
き

た
い
学
生
は
、
ど
ん
ど
ん
海
外
に
出
る

べ
き
だ
、
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

「
国
際
協
力
の
仕
事
が
し
た
い
の
で
あ

れ
ば
、
ま
ず
は
競
争
力
の
あ
る
民
間
企

業
に
勤
め
て
、
常
識
を
養
っ
た
ほ
う
が

い
い
。
貯
金
し
て
欧
米
の
大
学
院
に
留

学
し
、
国
際
的
な
仕
事
に
就
く
。
そ
ん

な
ス
パ
ン
で
考
え
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
」

し
て
い
た
。
こ
の
地
で
、
伊
勢
﨑
氏
は

初
め
て
、
Ｄ
Ｄ
Ｒ
（D

isarm
am
ent

：

武
装
解
除
、D

em
obilization

：
動
員

解
除
、Reintegration

：
元
兵
士
の

社
会
復
帰
）
を
総
合
的
に
指
揮
す
る
こ

と
に
な
る
。

　

と
は
い
う
も
の
の
、
紛
争
地
で
武
装

困
を
な
く
す
た
め
の
手
法
を
研
究
す
る

の
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
。
ボ
ン
ベ
イ

大
学
で
は
、
交
渉
術
や
人
々
を
説
得
す

る
技
術
、
人
々
を
組
織
し
て
要
求
運
動

を
起
こ
す
手
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
」

　

ボ
ン
ベ
イ
大
学
を
１
年
で
中
退
し
、

ス
ラ
ム
の
住
民
組
織
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｇ

Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
に
参
加
。
ス
ラ
ム

街
で
生
活
す
る
う
ち
に
住
民
運
動
を
指

揮
す
る
立
場
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
だ

が
、
公
安
当
局
か
ら
目
を
つ
け
ら
れ
、

国
外
退
去
命
令
の
憂
き
目
に
。
帰
国
後
、

世
界
最
大
規
模
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
『
プ
ラ

ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
』
に
就
職

し
た
。
１
９
８
８
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　

伊
勢
﨑
氏
は
、
妻
と
生
後
２
カ
月
の

長
男
、
66
歳
の
母
を
連
れ
て
、
ア
フ
リ

カ
の
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
に
赴
任
。
１
県
の

農
村
開
発
を
任
さ
れ
て
、
あ
ら
ゆ
る
公

共
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
、
外
国
人
と
し

て
初
め
て
市
会
議
員
に
も
任
命
さ
れ
た
。

「
国
連
の
開
発
事
業
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
し
に

は
成
り
立
た
な
い
。
大
手
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
資

金
も
潤
沢
で
す
か
ら
、
自
分
の
責
任
に

お
い
て
、
自
分
の
企
画
が
実
現
で
き
る
。

そ
の
成
果
は
、
幼
児
死
亡
率
の
劇
的
な

９
・
11
を
発
端
と
し
て
、
世
界
中

が
注
目
し
た
ア
フ
ガ
ン
紛
争
。

だ
が
、
タ
リ
バ
ン
政
権
瓦が

解か
い

後
の
武
装

解
除
に
当
た
り
、
日
本
政
府
が
主
導
的

な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
意
外
に
知

ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
陣
頭
指
揮
を
執

っ
た
の
が
、
現
在
、
大
学
院
でPeace 

&
 Conflict Studies

（
平
和
構
築
・

紛
争
予
防
講
座
）
を
担
当
す
る
伊
勢
﨑

賢
治
氏
だ
。

　

今
で
こ
そ
国
際
協
力
の
専
門
家
と
し

て
知
ら
れ
る
伊
勢
﨑
氏
だ
が
、
最
初
か

ら
そ
の
道
を
目
指
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

早
稲
田
大
学
で
建
築
を
学
び
、
大
学
院

で
は
都
市
計
画
を
専
攻
。「
日
本
よ
り

も
都
市
計
画
が
活
か
せ
そ
う
な
」
イ
ン

ド
に
活
路
を
求
め
、
政
府
国
費
留
学
生

と
し
て
ボ
ン
ベ
イ
（
現
ム
ン
バ
イ
）
大

学
大
学
院
に
留
学
し
た
。
こ
こ
で
伊
勢

﨑
氏
は
、
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
直
結
す
る

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
」
と
出
合
う
。

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
は
、
福
祉
の

向
上
の
た
め
に
『
社
会
を
変
え
る
』
こ

と
を
目
的
と
す
る
行
動
社
会
学
の
体
系

の
こ
と
。『
な
ぜ
貧
困
が
起
こ
る
の
か
』

を
分
析
す
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
貧

伊
勢
﨑
賢
治
教
授

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院
・
国
際
社
会
部
門

戦
争
は
な
ぜ
起
こ
り
、ど
う
す
れ
ば
予
防
で
き
る
の
か
。

紛
争
地
出
身
の
留
学
生
が
中
心
と
な
り
、

白
熱
し
た
議
論
を
繰
り
広
げ
て
い
る
の
が
、

伊
勢
﨑
氏
が
担
当
す
る「
平
和
構
築
ゼ
ミ
」だ
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
の
紛
争
地
で
、

武
装
解
除
や
イ
ン
フ
ラ
復
興
を
指
揮
し
た

実
務
経
験
に
基
づ
く
平
和
構
築
学
の
研
究
は
、

真
っ
す
ぐ
に
未
来
を
見
据
え
て
い
る
。

文
・
吉
田
燿
子　

写
真
・
髙
仲
建
次 い

せ
ざ
き 

け
ん
じ

１
９
８
０
年
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
卒
業
、86
年
同
大
学
院
理
工
学
研
究
科

修
士
課
程
修
了
。イ
ン
ド
政
府
の
国
費
留
学
生
と
し
て
ボ
ン
ベ
イ

（
現
ム
ン
バ
イ
）大
学
大
学
院
に
留
学
。ス
ラ
ム
街
の
住
民
運
動
な
ど
に

携
わ
っ
た
後
、88
〜
97
年
、国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ『
プ
ラ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
』で

活
動
。２
０
０
１
年
に
国
連
東
テ
ィ
モ
ー
ル
暫
定
統
治
機
構
の

上
級
民
政
官
に
就
任
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
、ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
武
装
解
除
を
指
揮
。

立
教
大
学
大
学
院
教
授
を
経
て
、06
年
か
ら
現
職
。

Interview
 w

ith K
enji Isezaki

紛
争
の
現
場
か
ら
平
和
構
築
の
方
法
を
模
索

低
下
と
い
う
形
で
表
れ
ま
し
た
。
現
地

の
人
々
や
政
府
か
ら
も
感
謝
さ
れ
、
大

変
だ
け
ど
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
」

世
界
各
地
の
紛
争
地
で

武
装
解
除
を
指
揮

　

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
、
ケ
ニ
ア
、
エ
チ
オ

ピ
ア
で
11
年
間
を
過
ご
し
、
39
歳
の
時

に
帰
国
。
外
務
省
国
連
政
策
課
か
ら
、

運
命
を
変
え
る
１
本
の
電
話
が
入
っ
た

の
は
、
そ
の
２
年
後
の
こ
と
だ
。

「
東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
日
本
人
を
派
遣
し

た
い
。
国
連
に
行
っ
て
く
れ
な
い
か
」

　

こ
れ
を
受
け
、
２
０
０
０
年
３
月
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
紛
争
で
荒
廃
し
た

東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
、
暫
定
政
府
の
上
級

民
政
官
（
県
知
事
）
と
し
て
赴
任
。
１

５
０
０
人
の
国
連
平
和
維
持
軍
を
含
む

国
連
チ
ー
ム
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
現
地

の
治
安
維
持
や
イ
ン
フ
ラ
復
興
に
尽
力

し
た
。
翌
年
６
月
に
は
、
国
連
事
務
総

長
副
特
別
代
表
上
級
顧
問
と
し
て
シ
エ

ラ
レ
オ
ネ
に
赴
任
。
か
つ
て
国
際
Ｎ
Ｇ

Ｏ
時
代
に
開
発
を
手
掛
け
た
こ
の
国
は
、

12
年
に
わ
た
る
内
戦
に
よ
り
焦
土
と
化

2003年２月～04年３月、アフガニスタンで
日本政府主導によるDDRを指揮。
９つの軍閥の武装解除を行い、紛争後の
アフガニスタン復興に大きな役割を果たした。

戦
争
と
平
和
を
テ
ー
マ

と
す
る〝
白
熱
教
室
〞を
主
宰

 2001年６月～02年３月、
 内戦後のシエラレオネにて。
 国連のDDR部長として、

 初めてDDRの指揮を執った。
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3

person
do ing

re sea r ch

共
同
体
意
識
が
、
朝
鮮
の
よ
う
に
は
強

固
な
も
の
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

も
、
理
由
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
」

　

文
化
人
類
学
者
・
三
尾
裕
子
氏
は
こ

う
語
る
。

　

三
尾
氏
が
文
化
人
類
学
と
出
合
っ
た

の
は
、
中
学
３
年
の
頃
。
夏
休
み
の
自

由
研
究
の
テ
ー
マ
を
探
し
に
、
父
の
書

斎
を
の
ぞ
い
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

こ
こ
で
三
尾
氏
は
、
文
化
人
類
学
者
・

石
田
英
一
郎
（
故
人
）
の
著
書
『
人
間

と
文
化
の
探
求
』
と
出
合
う
。
日
本
と

西
欧
の
違
い
を
分
析
す
る
手
際
の
鮮
や

か
さ
に
感
銘
を
受
け
、
石
田
英
一
郎
が

創
設
し
た
東
大
教
養
学
部
・
文
化
人
類

学
研
究
室
に
進
学
。
大
学
院
で
は
、
当

時
、
開
放
路
線
に
転
じ
つ
つ
あ
っ
た
中

国
社
会
を
研
究
対
象
に
選
ん
だ
。

　

だ
が
、
改
革
開
放
間
も
な
い
中
国
の

農
村
で
、
外
国
人
が
長
期
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
。
そ

こ
で
、
代
替
案
と
し
て
三
尾
氏
が
選
ん

だ
の
が
、「
中
国
的
な
伝
統
社
会
」
を

色
濃
く
残
す
「
台
湾
」
だ
っ
た
。
博
士

課
程
２
年
目
の
１
９
８
５
年
春
〜
86
年

秋
、
台
湾
南
部
の
漁
村
で
１
回
目
の
現

世
界
屈
指
の
親
日
〝
国
〞
と
し
て

知
ら
れ
る
台
湾
。
東
日
本
大
震

災
で
は
台
湾
か
ら
１
０
０
億
円
超
も
の

義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
。
戦
前
長
く
日
本
に
よ
る
統
治

を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
日

本
に
対
し
て
親
愛
の
念
を
抱
く
人
々
が

多
い
の
か
。

「
日
本
の
植
民
地
統
治
が
、
台
湾
に
対

し
て
特
別
に
温
情
的
だ
っ
た
、
と
い
う

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
戦

後
に
大
陸
か
ら
国
民
党
政
権
が
や
っ
て

来
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、
台
湾
人
は
、

『
祖
国
』
だ
と
思
っ
て
い
た
中
国
が
、

台
湾
人
を
同
等
な
国
民
と
見
な
さ
ず
、

台
湾
を
搾
取
の
対
象
と
し
か
見
て
い
な

い
、
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
台
湾
人
に
対
す
る
強
圧
的
な
統

治
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
台
湾

の
人
々
に
は
『
日
本
統
治
時
代
の
ほ
う

が
ま
し
だ
っ
た
』
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

朝
鮮
と
違
っ
て
、
台
湾
は
日
本
に
割
譲

さ
れ
た
当
時
、
清
朝
の
最
も
辺
縁
地
帯

に
あ
っ
て
王
朝
文
化
の
伝
統
か
ら
も
遠

く
、
ま
た
、
日
本
統
治
期
を
通
じ
て
も
、

台
湾
を
一
つ
の
実
体
と
捉
え
る
よ
う
な

「
か
つ
て
の
台
湾
研
究
は
、『
中
国
研

究
の
実
験
室
』
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

90
年
代
の
台
湾
で
は
、
日
本
語
教
育
を

受
け
、
味
噌
汁
を
受
け
入
れ
、
日
本
的

な
倫
理
観
を
身
に
つ
け
た
世
代
が
健
在

だ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
化
人

類
学
者
は
日
本
統
治
の
影
響
に
目
を
つ

ぶ
り
、
論
文
で
も
一
切
触
れ
な
か
っ
た

の
で
す
」

　

こ
う
し
た
研
究
の
在
り
方
は
、
台
湾

の
民
主
化
を
機
に
、
大
き
く
転
換
を
遂

げ
る
。
そ
ん
な
中
、
三
尾
氏
も
90
年
代

末
以
降
、
台
湾
の
文
化
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
に

着
目
。
日
本
植
民
地
経
験
が
、
現
在
の

台
湾
の
社
会
や
文
化
の
形
成
と
ど
う
か

か
わ
っ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る

べ
く
、
研
究
の
軸
足
を
移
し
て
い
く
。

　

そ
の
文
脈
に
連
な
る
研
究
の
一
つ
に
、

「
小
川
・
浅
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
整

理
・
分
析
研
究
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
旧

台
北
帝
国
大
学
の
小
川
尚
義
・
浅
井
恵

倫
両
教
授
が
収
集
し
た
膨
大
な
和
洋
書

や
ノ
ー
ト
、
写
真
、
記
録
フ
ィ
ル
ム
、

音
声
レ
コ
ー
ド
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の

で
、
消
滅
の
危
機
に
ひ
ん
し
た
台
湾
原

づ
く
。
人
々
は
小
さ
な
椅
子
や
ポ
エ
と

呼
ば
れ
る
占
い
の
道
具
を
使
っ
て
神
意

を
占
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
神
が
か
り
状

態
の
シ
ャ
ー
マ
ン
に
託
宣
を
求
め
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
時
代
を
超

え
て
脈
々
と
受
け
継
が
れ
る
、
民
間
信

仰
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
た
。

「
こ
の
人
た
ち
は
、
な
ぜ
毎
日
の
よ
う

に
神
様
に
聞
く
の
だ
ろ
う
」

　

そ
の
素
朴
な
疑
問
は
、
後
年
、
博
士

論
文
「
王お

う

爺や

信
仰
の
歴
史
民
族
誌

│

台
湾
漢
人
の
民
間
信
仰
の
動
態
」
に
結

実
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

86
年
に
帰
国
。
東
大
助
手
を
経
て
、

90
年
に
外
語
大
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

言
語
文
化
研
究
所
へ
。
そ
の
後
、
２
回

目
の
現
地
調
査
を
行
い
、
出
産
・
育
児

で
忙
殺
さ
れ
な
が
ら
も
、
２
０
０
４
年

に
博
士
論
文
を
ま
と
め
上
げ
た
。

「
地
域
社
会
と
強
く
結
び
つ
い
た
民
間

信
仰
は
、
近
代
化
と
と
も
に
廃
れ
て
い

く
の
が
普
通
で
す
。
と
こ
ろ
が
台
湾
で

は
、
都
市
化
や
近
代
化
に
よ
っ
て
民
間

信
仰
が
衰
え
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
、
地

域
の
枠
を
超
え
た
広
が
り
を
見
せ
て
い

る
。
な
ぜ
民
間
信
仰
が
、
地
域
社
会
を

三
尾
裕
子
教
授

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所

１
９
９
０
年
初
頭
の
民
主
化
に
伴
い
、

「
日
本
統
治
時
代
」の
見
直
し
が
進
む
台
湾
。

そ
の
政
治
的
変
化
は
、台
湾
の
文
化
人
類
学
研
究
に
も

大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。

日
本
の
植
民
地
支
配
は
、現
地
の
社
会
形
成
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
。

三
尾
氏
の
研
究
は
、植
民
地
主
義
に
関
す
る

人
類
学
的
な
研
究
に
新
た
な
光
を
照
射
し
つ
つ
あ
る
。

文
・
吉
田
燿
子　

写
真
・
山
崎
亜
沙
子

み
お 

ゆ
う
こ

１
９
８
２
年
東
京
大
学
教
養
学
部
文
化
人
類
学
分
科
卒
業
、

84
年
同
大
学
院
修
士
課
程
社
会
学
研
究
科
修
了（
文
化
人
類
学
専
攻
）。

86
年
同
大
学
院
博
士
課
程
社
会
学
研
究
科
中
退
。

２
０
０
４
年
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
で

博
士
号（
学
術
）取
得
。東
京
大
学
助
手
、東
京
外
国
語
大
学

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
助
手
、

同
助
教
授
を
経
て
07
年
か
ら
現
職
。

Interview
 w

ith Y
uko M

io

フ
ィ
ー
ル
ド
こ
そ
が
知
的
創
造
の
原
点

占いに使う「ポエ」。
竹製のものが多く、
２つ１組で使用する。
片面が平ら、もう片面は
丸みを帯びている。

地
調
査
を
実
施
。
勇
躍
、
調
査
地
に
赴

い
た
も
の
の
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の

現
場
は
想
像
以
上
に
過
酷
だ
っ
た
。

「
文
化
人
類
学
者
が
書
い
た
民
族
誌
を

読
む
と
、
ま
る
で
〝
魔
術
〞
の
よ
う
に
、

現
地
社
会
の
全
体
像
が
解
明
さ
れ
て
い

る
。
自
分
も
１
年
ほ
ど
現
地
の
人
々
と

一
緒
に
生
活
す
れ
ば
、
そ
の
社
会
を
理

解
で
き
る
だ
ろ
う

│
と
、
単
純
に
思

い
込
ん
で
い
ま
し
た
。
で
も
、
フ
ィ
ー

ル
ド
で
の
生
活
は
孤
独
で
、
言
葉
も
思

っ
た
ほ
ど
上
達
し
な
い
。
言
語
も
考
え

方
も
違
う
人
々
を
ど
う
理
解
す
れ
ば
い

い
の
か
、
途
方
に
暮
れ
ま
し
た
。
現
実

は
、
自
分
が
思
い
描
い
て
い
た
理
想
に

は
程
遠
か
っ
た
の
で
す
」

豊
か
な
民
間
信
仰
の

世
界
に
魅
せ
ら
れ
て

　

一
方
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド

は
無
数
の
貴
石
を
秘
め
た

未
踏
の
鉱
山
で
も
あ
っ
た
。

滞
在
先
の
漁
村
で
、
三
尾

氏
は
、
村
人
が
毎
日
の
よ
う

に
占
い
を
し
て
い
る
こ
と
に
気

住
民
の
貴
重
な
言
語
資
料
や
民
俗
資
料

が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
三
尾
氏
は
２

０
０
０
〜
04
年
、
所
内
外
の
研
究
者
と

と
も
に
、
目
録
作
り
や
電
子
化
・
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
を
推
進
。
そ
の
成
果
は
国

際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

今
後
は
、
パ
ラ
オ
な
ど
の
旧
南
洋
群

島
と
台
湾
の
比
較
研
究
を
行
い
、「
日

本
の
植
民
地
支
配
や
、
そ
の
後
に
外
か

ら
入
っ
て
き
た
政
権
に
よ
る
支
配
に
、

現
地
の
人
々
が
ど
う
向
き
合
い
、
自
ら

の
社
会
文
化
を
形
成
し
て
い
る
の
か
を

明
ら
か
に
し
た
い
」
と
三
尾
氏
。
こ
の

研
究
が
進
め
ば
、
英
仏
な
ど
に
よ
る
植

民
地
支
配
を
前
提
と
し
た
植
民
地
主
義

研
究
に
新
た
な
光
が
当
て
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
そ
う
だ
。

「
文
化
人
類
学
を
や
っ
て
い
る
と
、
誰

か
に
出
会
う
た
び
に
〝
常
識
〞
が
覆
さ

れ
る
。
特
定
の
思
考
に
凝
り
固
ま
ら
な

い
生
き
方
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
は
、

大
変
面
白
い
学
問
だ
と
思
い
ま
す
」

　

火
花
の
よ
う
な
人
と
人
と
の
出
会
い

が
、
知
的
創
造
へ
と
結
び
つ
く
。
そ
こ

に
、
文
化
人
類
学
と
い
う
学
問
の
あ
ら

が
い
難
い
魅
力
が
あ
る
。

戦後の台湾における
日本の植民地支配を研究テーマとする

 ３部作の既刊２冊。

離
れ
て
も
信
者
を
獲
得
し
得
る
の
か
。

博
士
論
文
で
は
、
こ
う
し
た
90
年
代
の

台
湾
に
お
け
る
信
仰
の
あ
り
よ
う
を
明

ら
か
に
し
た
の
で
す
」

台
湾
の
民
主
化
を
機
に

「
日
本
」を
見
つ
め
直
す

　

一
方
で
、
三
尾
氏
の
台
湾
研
究
も
タ

ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
迎
え
つ
つ
あ
っ

た
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、

90
年
頃
か
ら
加
速
し
た
台
湾
の
民
主
化

で
あ
る
。
国
民
党
政
権
の
抑
圧
か
ら
解

放
さ
れ
た
人
々
は
、
こ
れ
ま
で
口
を
閉

ざ
し
て
き
た
「
日
本
統
治
時
代
」
に
つ

い
て
公
然
と
語
り
始
め
た
。
現
在
の
台

湾
社
会
を
形
成
し
た
要
素
の
一
つ
と
し

て
、
日
本
統
治
を
捉
え
直
す
機
運
が
生

ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
台
湾
に
専
ら
「
中
国

社
会
の
原
像
」
を
求
め
て
き
た
文
化
人

類
学
者
は
、
台
湾
の
も
う
一
つ
の
姿
と

向
き
合
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
こ
れ

ま
で
無
視
さ
れ
て
き
た
「
日
本
統
治
の

影
響
」
が
、
研
究
の
俎そ

上じ
ょ
うに

載
り
始
め

た
の
で
あ
る
。

 〈上〉台湾で使われている占い道具の一種。
木製の椅子に神が宿る。
神は椅子の脚を使って、

机の上にまいた灰の上に字や図を書く。
人々は、そこから神意を読み取る。

 〈下〉台湾のシャーマン（巫者＝ふしゃ）。
 神が憑依することによって、

 トランス状態になり、神の託宣を伝える。

占いに使う「ポエ」。ポエ」。ポエ
竹製 多

せ
ら
れ
て

フ
ィ
ー
ル
ド

。

、
三
尾

の
よ
う

22GLOBE Voice 2011, Number 4GLOBE Voice 2011, Number 423



イ
ラ
ス
ト
・
ミ
ヤ
ギ 

ユ
カ
リ

グ
ロ
ー
ブ
ヴ
ォ
イ
ス　

連
載 

コ
ラ
ム
❹

G
L

O
B

E
 V

oice  C
olum

n K
IK

U

知
ら
れ
て
い
な
い
未
知
の
言
語
の
発
音

や
語
彙
、
文
法
を
、
現
地
調
査
に
よ
っ

て
記
述
す
る
こ
と
は
、
言
語
学
者
の
あ
こ
が
れ
の
一

つ
だ
。
し
か
し
、
交
通
の
便
が
格
段
に
良
く
な
っ
た

現
代
で
は
、
イ
ン
ド
と
中
国
の
国
境
地
帯
に
で
も
行

か
な
い
と
、
そ
ん
な
言
語
に
は
め
っ
た

に
出
合
え
な
い
（
最
近
私
の
イ
ン
ド
の

友
人
た
ち
が
一
つ
見
つ
け
た
と
い
う
報

道
が
あ
っ
た
が
）。

　

言
語
調
査
で
は
、
初
め
て
耳
に
し
た

単
語
の
発
音
を
精
密
に
書
き
取
っ
て
、

そ
っ
く
り
に
マ
ネ
が
で
き
な
い
と
、
正

確
な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
な
い
。
そ
う
な

っ
て
は
言
語
学
者
と
し
て
死
活
問
題
だ

か
ら
、
言
語
学
の
修
行
段
階
で
は
「
聴

き
取
り
、
発
音
、
書
き
取
り
」
の
た
め

の
音
声
学
の
訓
練
が
欠
か
せ
な
い
。

　

神
経
を
張
り
つ
め
て
の
聴
き
取
り
を

２
時
間
も
や
る
と
頭
が
破
裂
し
そ
う
に

な
る
。
苦
労
し
て
発
音
を
精
密
に
書
き
取
っ
た
ら
、

次
は
そ
の
音
を
意
味
の
区
別
に
必
要
な
単
位
に
ま
と

め
る
作
業
が
あ
り
、
こ
れ
を
音
韻
論
の
分
析
と
い

う
。
例
え
ば
日
本
語
の
ラ
リ
ル
レ
ロ
の
発
音
に
は
、

Ｒ
だ
け
で
な
く
Ｌ
や
Ｄ
な
ど
の
変
種
も
混
じ
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
を
精
密
に
発
音
記
号
（
国
際
音
声
字 体

育
会
系

発
音
訓
練
の

ス
ス
メ

ア
ジ
ア・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所 

教
授

峰
岸
真
琴

Text:M
akoto M

inegishi

「
聴
は
耳
声
を
待
つ
な
り
」。江
戸
時
代

の
儒
学
者
、荻
生
徂
徠
の
言
葉
と
さ
れ
る
。

何
気
な
い
日
常
の
中
で
、偶
然
あ
る
い
は

必
然
に
飛
び
込
ん
で
く
る
音
が
あ
る
。そ

の
音
は
突
然
で
劇
的
か
も
し
れ
な
い
。音

色
に
表
情
が
あ
る
の
な
ら
、人
は
耳
を
傾

け
、
そ
し
て
そ
の
音
に
隠
さ
れ
て
い
る
心

を
つ
か
ま
え
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。「
聴
」。

五
感
で
受
け
止
め
た
そ
の
音
色
は
、
な
ぜ

か
時
が
経
っ
て
も
色
褪
せ
る
こ
と
は
な
く
、

深
く
心
に
刻
ま
れ
て
い
る
…
…
。

kiku

「

聴
」

み
ね
ぎ
し 

ま
こ
と

１
９
８
６
年
東
京
大
学
大
学
院

人
文
科
学
研
究
科
言
語
学
専
攻

博
士
課
程
単
位
取
得
退
学（
文

学
修
士
）。同
大
学
文
学
部
助
手
、

東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
助
手
、

同
助
教
授
を
経
て
現
職
。専
門

は
、言
語
基
礎
論
、言
語
類
型
論
、

東
南
ア
ジ
ア
言
語
学
、
南
ア
ジ

ア
言
語
学
。主
な
論
文
、著
書
に
、

「
孤
立
語
の
他
動
詞
性
と
随
意

性
：
タ
イ
語
を
例
に
」角
田
三

枝
、佐
々
木
冠
、塩
谷
亨
編 『
他

動
性
の
通
言
語
的
研
究
』

pp.205-216, 2007. 

く
ろ
し

お
出
版
。「
類
型
論
か
ら
見
た
文

法
理
論
」、『
言
語
研
究
』117

号, 
pp.101-127, 2000

。

母
）
で
表
記
す
る
の
が
音
声
学
だ
。
一
方
、
実
際
の

さ
ま
ざ
ま
な
発
音
の
違
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
日

本
語
で
は
Ｌ
と
Ｒ
の
違
い
を
区
別
し
な
い
」
と
一
般

化
し
、
そ
の
言
語
に
必
須
の
最
低
限
の
音
の
単
位
を

シ
ス
テ
ム
と
し
て
抽
出
す
る
の
が
音
韻
論
だ
。

　

言
語
学
者
に
だ
っ
て
聴
覚
の
鋭
い
人
も
そ
う
で
な

い
人
も
い
る
が
、
学
問
に
必
要
な
の
は
天
賦
の
才
能

よ
り
も
合
理
的
な
訓
練
だ
。
耳
慣
れ
な
い
音
で
あ
っ

て
も
、
し
ょ
せ
ん
は
人
間
の
口
で
発
音
す
る
の
だ
か

ら
、
き
ち
ん
と
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
真
剣
に
受
け

れ
ば
、
誰
で
も
（
？
）
そ
こ
そ
こ
聴
き
取
る
能
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
音
声
学
の

合
理
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
教
師
と
少
人
数
の
生

徒
、
で
き
れ
ば
一
対
一
の
対
面
で
行
う
の
が
理
想
だ

が
、
言
語
学
だ
け
で
な
く
、
外
国
語
の
発
音
と
ヒ
ア

リ
ン
グ
能
力
の
向
上
に
も
役
に
立
つ
も
の
だ
。

　

残
念
な
が
ら
、
き
ち
ん
と
し
た
訓
練
が
受
け
ら
れ

る
機
会
は
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
独
学
で
で
き
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
能
力
向
上
の
た
め
の
コ
ツ
を
伝
授
し
よ

う
。
学
校
の
英
語
の
授
業
で
は
「
聞
こ
え
る
通
り
に

発
音
し
な
さ
い
」
と
教
え
ら
れ
、
で
き
な
い
と
努
力

が
足
り
な
い
か
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
聞
こ
え
る
よ
う
に
発
音
し
た
っ
て
ダ
メ
、
ち
ゃ

ん
と
聴
き
取
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
。
実
は
「
人
間

は
母
語
（
さ
ら
に
は
自
分
の
習
得
し
た
言
語
）
で
区

別
さ
れ
る
発
音
だ
け
し
か
聴
き
取
れ
な
い
」
の
で
、

聴
く
た
め
に
は
発
音
す
る
訓
練
が
必
要
な
の
で
す
。

　

問
題
に
な
る
の
は
訓
練
法
だ
。
聴
く
こ
と
は
、
話

す
こ
と
と
同
様
、
頭
だ
け
で
な
く
身
体
を
使
う
行
為

だ
か
ら
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
近
い
発
想
が
必
要

全
く

だ
。「
筋
ト
レ
」
で
は
、
ど
の
筋
肉
を
鍛
え
て
い
る

か
意
識
す
る
と
効
果
的
だ
と
い
う
。
発
音
訓
練
で

は
、
辞
書
の
付
録
に
あ
る
よ
う
な
口
の
形
と
舌
の
位

置
を
示
す
口
腔
図
と
そ
の
解
説
を
見
な
が
ら
、
口
を

ど
の
く
ら
い
開
き
、
唇
を
ど
う
す
ぼ
め
る
か
、
舌
を

ど
う
動
か
す
か
に
気
を
つ
け
な
が
ら
発
音
し
て
み

て
、
そ
の
発
音
を
注
意
深
く
耳
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す

る
。

　

こ
う
し
て
自
分
の
口
の
中
の
様
子
と
出
て
く
る
音

の
関
係
が
は
っ
き
り
意
識
で
き
る
と
、
結
果
と
し
て

他
人
の
発
音
に
も
「
共
感
」
し
、
聴
き
取
れ
る
よ
う

に
な
る
の
だ
。
こ
れ
を
読
ん
で
わ
か
っ
た
よ
う
な
気

に
な
っ
た
だ
け
で
は
ダ
メ
、
ダ
マ
さ
れ
た
と
思
っ
て

真
剣
に
や
っ
て
ご
覧
な
さ
い
。「
体
育
会
系
の
発
音

訓
練
」
を
し
つ
こ
く
実
践
す
る
の
で
す
。
真
剣
に
し

つ
こ
く
や
っ
て
も
ダ
メ
だ
っ
て
？　

そ
れ
は
努
力
が

足
り
な
い
の
！ 

24GLOBE Voice 2011, Number 4GLOBE Voice 2011, Number 425



G
L

O
B

E
 V

o
ice C

o
lu

m
n

 K
IK

U

「
船
を
と
め
て
私
た
ち
の
蜜
の
よ
う
に
甘
い
声
を
聞

き
な
さ
い
。
私
た
ち
の
歌
を
聞
い
た
者
は
、
喜
び
を

得
て
、
知
識
も
増
し
て
帰
る
の
だ
。
私
た
ち
は
ギ
リ

シ
ア
人
と
ト
ロ
イ
ア
人
が
ト
ロ
イ
ア
で
味
わ
っ
た
苦

難
を
す
べ
て
知
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
地
の
上
で
起

こ
る
こ
と
す
べ
て
を
知
っ
て
い
る
」。
こ
う
呼
び
か

け
ら
れ
た
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
聞
き
た
く
て
堪
ら
な

く
な
る
が
、
部
下
た
ち
は
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
縛
め

を
い
っ
そ
う
強
く
し
、
無
事
に
通
り
過
ぎ
て
ゆ
く
。

　

さ
て
、
英
雄
を
引
き
寄
せ
よ
う
と
し
た
も
の
は
何

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
の
ち
の
ロ
ー
マ
の
文
人
キ

ケ
ロ
ー
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
英
雄
が
た
だ
の
歌
に
よ
っ

て
虜
に
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
真
実
味
が
な
い
、
彼

を
導
こ
う
と
し
た
の
は
セ
イ
レ
ー
ン
た
ち
の
約
束
す

る
知
識
な
の
だ
と
言
い
、
英
雄
の
知
識
欲
が
刺
激
さ

れ
た
話
と
す
る
。
し
か
し
、
本
来
セ
イ
レ
ー
ン
た
ち

の
魔
力
と
は
、
や
は
り
そ
の
歌
声
そ
の
も
の
に
あ
っ

セ
イ
レ
ー
ン
の

魔
声
に
潜
む

知
識
へ
の
誘
い

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院 

言
語
文
化
部
門 

教
授

岩
崎 

務

Text:Tsutom
u Iw

asaki

聴
く
の
が
好
き

だ
、
と
言
う
と
、

ス
ペ
イ
ン
語
が
専
門
な
ら
ば
ご
く
自
然
だ
と
思
え
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
実
は
ス
ペ
イ
ン
語
の
専

門
家
の
中
で
フ
ラ
メ
ン
コ
が
好
き
で
詳
し
い
人
は
ご

く
少
な
い
。
私
は
少
数
派
に
属
す
る
。
ま
た
、
一
般

に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
フ
ラ
メ
ン
コ
と

い
う
芸
能
の
中
心
は
歌
（
カ
ン
テ
と
呼
ぶ
）
で
、
私

も
聴
く
の
は
も
っ
ぱ
ら
カ
ン
テ
だ
。
し
か
も
、
最
近

の
も
の
は
音
楽
的
に
は
高
度
か
も
し
れ
な
い
が
カ
ン

テ
と
し
て
は
薄
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
自
然
と
古
め

の
録
音
が
中
心
に
な
る
。

　

フ
ラ
メ
ン
コ
の
歴
史
上
、
カ
ン
テ
の
復
興
期
と
さ

れ
る
１
９
５
０
年
代
後
半
か
ら
60
年
代
に
か
け
て
の

録
音
に
は
、
じ
っ
く
り
聴
け
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
、

ス
ペ
イ
ン
内
戦
（
１
９
３
６-

１
９
３
９
）
以
前
か

ら
活
躍
し
て
い
た
名
手
た
ち
の
録
音
も
Ｃ
Ｄ
復
刻
盤

で
簡
単
に
聴
け
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
古
い
録
音

の
中
に
は
、
形
容
す
る
言
葉
が
見
つ
か
ら
な
い
く
ら

い
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
復
刻
盤

の
音
は
た
い
て
い
貧
弱
だ
。
し
か
し
中
身
が
良
い
の

で
全
然
気
に
な
ら
な
い
。
な
に
よ
り
、
歌
い
手
の
声

の
存
在
感
が
と
て
つ
も
な
く
大
き
い
の
だ
。

　

さ
て
、
音
が
貧
弱
だ
と
書
い
た
が
、
こ
れ
は
復
刻

盤
の
話
で
、
実
は
、
も
と
の
Ｓ（
注
）Ｐ

盤
の
音
は
決
し
て

悪
く
は
な
い
。
昔
の
機
械
式
蓄
音
機
、
つ
ま
り
ゼ
ン

取
り
入
っ
て
人
を
滅
ぼ
す
ギ
リ

シ
ア
神
話
中
の
海
の
魔
物
と
い

え
ば
、
よ
く
知
ら
れ
た
セ
イ
レ
ー
ン
た
ち
で
あ
る
。
通

り
か
か
る
船
乗
り
た
ち
を
そ
の
美
し
い
歌
声
で
魅
惑

し
、
誘
い
寄
せ
、
虜
に
し
て
し
ま
う
。
こ
の
話
を
伝
え

る
最
も
古
い
文
献
が
ホ
メ
ロ
ス
の
叙
事
詩
『
オ
デ
ュ
ッ

セ
イ
ア
』
で
あ
り
、
好
奇
心
に
満
ち
た
英
雄
オ
デ
ュ
ッ

セ
ウ
ス
は
、
乗
組
員
た
ち
の
耳
に
は
蜜
蝋
で
栓
を
し
、

自
分
の
み
は
部
下
に
手
足
を
縛
ら
せ
、
マ
ス
ト
に
括
り

つ
け
さ
せ
て
セ
イ
レ
ー
ン
た
ち
の
歌
を
聞
こ
う
と
す
る
。

　

オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
船
が
セ
イ
レ
ー
ン
た
ち
の
住
む

島
の
近
く
に
差
し
か
か
る
と
、
突
然
に
風
が
や
ん
で

凪
い
だ
海
に
セ
イ
レ
ー
ン
た
ち
の
歌
が
聞
こ
え
て
く

る
。
後
代
の
図
像
で
は
、
乙
女
の
顔
を
し
て
胸
か
ら

下
は
鳥
の
姿
で
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
セ
イ
レ
ー
ン

だ
が
、
ホ
メ
ロ
ス
で
は
外
見
の
記
述
は
一
切
な
い
。
静

ま
り
返
っ
た
海
に
ま
さ
に
声
だ
け
が
響
き
渡
る
の
だ
。

フ
ラ
メ
ン
コ
を

聴
覚
に

想
像
力
で

変
換
さ
れ
る

音
の
不
思
議

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院 

言
語
文
化
部
門 

准
教
授

川
上
茂
信

Text:Shigenobu K
aw

akam
i

か
わ
か
み 

し
げ
の
ぶ

１
９
８
７
年
東
京
外
国
語
大
学

大
学
院
外
国
語
学
研
究
科
修
士

課
程
修
了
。２
０
０
２
年
か
ら

現
職
。専
門
は
ス
ペ
イ
ン
語
学
。

『
劇
場
を
世
界
に

│
外
国
語

劇
の
歴
史
と
挑
戦
』（
エ
デ
ィ
マ

ン
、２
０
０
８
年
）、『
図
説　

世

界
の
文
字
と
こ
と
ば
』（
河
出
書

房
新
社
、２
０
０
９
年
）な
ど
に

執
筆
者
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

い
わ
さ
き 

つ
と
む

１
９
８
２
年
京
都
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課

程
退
学
。専
門
は
西
洋
古
典
文

学
、特
に
ラ
テ
ン
文
学
。著
書
に
、

『
C
D
エ
ク
ス
プ
レ
ス
・
ラ
テ

ン
語
』（
白
水
社
２
０
０
４
年
）、

『
は
じ
め
て
学
ぶ
ラ
テ
ン
文
学

史
』（
共
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

２
０
０
８
年
）、訳
書
に
、『
キ
ケ

ロ
ー
選
集
10
』（
共
訳
、
岩
波
書

店
２
０
０
０
年
）、『
ロ
ー
マ
喜

劇
集
２
』（
共
訳
、
京
都
大
学
学

術
出
版
会
２
０
０
１
年
）
な
ど

が
あ
る
。

注・20世紀の中頃まで使われていたアナログディスクの一種。

マ
イ
仕
掛
け
で
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
を
回
し
、
Ｓ
Ｐ
に

刻
ま
れ
た
情
報
を
電
気
を
通
さ
ず
に
再
生
す
る
タ
イ

プ
の
も
の
だ
と
、
実
に
リ
ア
ル
な
声
を
聴
か
せ
て
く

れ
る
の
だ
。
私
は
、
復
刻
Ｃ
Ｄ
で
聞
き
慣
れ
た
録
音

を
Ｓ
Ｐ
で
聴
い
て
あ
ま
り
の
違
い
に
驚
い
た
こ
と
が

何
度
も
あ
る
。
カ
ン
テ
は
、
慣
れ
な
い
人
に
は
一
本

調
子
に
聞
こ
え
る
も
の
だ
が
、
Ｓ
Ｐ
で
聴
く
と
、
20

世
紀
前
半
に
活
躍
し
た
名
人
た
ち
が
声
の
ニ
ュ
ア
ン

ス
を
巧
み
に
使
い
分
け
て
い
る
の
が
よ
く
分
か
る
。

　

面
白
い
こ
と
に
、
一
度
本
物
の
Ｓ
Ｐ
を
本
格
的
な

蓄
音
機
で
聴
く
と
、
Ｃ
Ｄ
に
復
刻
さ
れ
た
貧
し
い
音

を
聴
き
な
が
ら
で
も
、
も
と
の
録
音
が
持
つ
豊
か
な

響
き
を
あ
る
程
度
（
あ
く
ま
で
あ
る
程
度
だ
が
）
想

像
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
。
聴
く
と
い
う

の
は
と
て
も
重
層
的
な
行
為
な
の
だ
な
と
思
う
。

た
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
高
邁
な
知
識
を
希
求

す
る
と
も
思
わ
れ
ぬ
部
下
た
ち
も
そ
の
耳
を
ふ
さ
が

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。

　

古
代
ギ
リ
シ
ア
人
た
ち
に
と
っ
て
音
楽
は
神
に
由

来
す
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
世
界
の
彼
方
か
ら
来
る

も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』

中
に
登
場
す
る
吟
唱
詩
人
デ
モ
ド
コ
ス
も
「
声
の
美

し
さ
は
神
に
も
似
る
」
と
評
さ
れ
る
。「
神
の
よ
う

に
甘
美
な
」
と
形
容
さ
れ
る
セ
イ
レ
ー
ン
た
ち
の
歌

も
、
神
が
授
け
る
原
初
的
な
歌
声
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
音
楽
の
神
ム
ー
サ
か
ら
霊
感
を
受
け

て
物
語
を
紡
ぐ
詩
人
ホ
メ
ロ
ス
は
、
そ
し
て
、
た
と

え
ば
一
つ
目
巨
人
ポ
リ
ュ
ペ
モ
ス
を
騙
し
た
よ
う
に

言
葉
に
す
ぐ
れ
た
知
恵
者
で
あ
る
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス

は
、
セ
イ
レ
ー
ン
た
ち
の
不
可
思
議
な
力
を
も
つ
声

に
、
分
節
さ
れ
た
言
葉
、
す
な
わ
ち
知
識
を
聞
き
取

っ
た
の
で
あ
る
。
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　15kg強のリュックサックを担ぎ７日間
で251kmの砂漠を走り抜く─。この
“世界で最も過酷なマラソン”に挑戦し、
見事完走した外大生がいる。ドイツ語専
攻４年の松山貴史さんだ。
　東大を目指し２浪したが失敗、外語大
に入学した。サハラマラソンに挑戦しよう
と決めたのは、３年生の初夏のことだ。
 「現役で進学した高校の同級生は、もう
社会で働いている。彼らとの差を覆すた
めにも、何か大きなことをやりたい、と考え
ていました」
　そんな折、サハラマラソンのことを知っ
た。幸い、根性と脚力には自信がある。
が、最低100万円はかかるといわれる出
場費用がネックとなった。すべてを自分
で賄うには無理がある。そこで、スポン
サーを見つけようとマスコミ各社に接触
し、文藝春秋のネットマガジン『Number 
Web』でサハラマラソン体験記を連載す
ることに。その後、12社のスポンサー獲
得に成功し、今年４月、勇躍サハラの地
を踏んだ。
　だが、レース開始早 、々松山さんは膝
を痛めてしまう。鎮痛剤で激痛を抑え、
50℃にも及ぶ灼熱の砂漠をひたすら歩い
た。伴走者付きの盲目のランナーの姿を
見て心を奮い立たせ、日本から送られてく
るEメールのメッセージに励まされなが
ら、ついに251kmを完走。
 「レースに完走できたことで、すごく自信
がついた。何でも挑戦してみよう、と思え
るようになりました」
　サハラマラソンは思わぬ副産物も生ん
だ。練習中に東日本大震災が発生。サ
ハラ用に立ち上げた自身のツイッターで
「災害対策マニュアルの各国語版を作ろ
う」と呼びかけたところ、外大生の協力
で、瞬く間に30カ国語版が完成した。外
大生の底力を実感させられた。
　帰国後、『Number』別冊で連載も決
まった。卒業後の進路に迷いながらも、
「いずれは自分の名前で仕事ができるよう
になりたい」と語った。

〈上〉砂地だけでなく、
岩や石が転がる道を走り、
山や崖を“登る”ことも。

夜は５℃、昼は50℃超と気温差も激しい。
 〈中〉背負って走った７日分の全食料。

 膝の痛みを紛らわすため、
 お菓子を食べながら歩いた。

〈下〉“世界で最も過酷なマラソン”を
 共に完走したパートナー。

Takashi Matsuyama
2008年東京外国語大学入学。
就職活動を１年先送りし、2011年４月
サハラマラソン（モロッコ）に挑戦、見事完走。
その様子を文藝春秋のウェブサイト
『Number Web』でリポートした。
大阪府出身。
http://twitter.com/#!/saharatakashi

Influential Face

歴史を刻む
在学生

Text by 
Yoko Yoshida

Photo by 
Misato Iwasaki

「

人
生
を
変
え
た
サ
ハ
ラ
マ
ラ
ソ
ン
」　　
　
　
　
　

松
山
貴
史 

ド
イ
ツ
語
専
攻　

4
年

いつの日か、
自分の名前で仕事が
できるようになりたい。
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　2012年度に学部教育組織を再
構成し、外国語学部を「言語文化
学部」と「国際社会学部」の２学
部に改編します。
　本学はこの改編により、「深く」
個別的な言語・文化理解に根ざ
すと同時に、「広く」多言語・多文
化間を透徹するようなグローバル
な視座を併せ持つ、創造的かつ
実践的な人材の育成に向けて、
これまで以上に充実した教育を
提供していきます。

2012年４月、
外国語学部を２学部に改編

東京外国語大学出版会が
新刊２冊を発行

『アンナ先生の言語学入門』

『〈アラブ大変動〉を読む ─民衆革命のゆくえ』

　ポーランド生まれの気鋭の言
語学者アンナ・ヴェジビツカによ
る言語学の入門書。言語学のエ
ッセンスをちりばめ、世界のさま
ざまな言葉の用例を駆使しなが
ら、言語学の基本概念と研究課
題をやさしく、魅力的に語ってい

ます。外語大で教鞭を執った言
語学者の故千野栄一氏も、その
平易な語り口で書かれた本書を
絶賛し、翻訳出版を待望していま
した。外大生はもちろん、言葉に
興味のある多くの方にぜひ読んで
いただきたい本です。

　民衆デモに揺れ動き、いまだ
混迷の中にあるアラブ諸国は、こ
れからどこへ向かうのか？　酒井
啓子教授を中心に外語大が誇る
中東研究者たちが、アラブ世界
の実情と民衆革命の趨勢を分析
した論文集。2011年３月３日に

外語大で開催された公開ワーク
ショップの記録とともに、その後
の動向を考察した論考と、一連の
アラブ情勢をつぶさに追ったクロ
ニクルを収載。マスメディアが伝
えない革命の〈歓喜〉と〈苦悩〉に
迫ります。

日本語で読む中東メディア・サイト
http://www.el.tufs.ac.jp/prmeis/ （「中東メディア」で検索）

　本プロジェクトは、本学のアラ
ビア語、ペルシャ語、トルコ語の
３専攻がコーディネートし、６年
間にわたって続けている中東各紙
の翻訳プロジェクトです。中東の
新聞社18社から翻訳許可を得
て、現地のインターネット版の記
事を１日平均10本翻訳しサイト上
に公開しています。
　翻訳は、おもに学部生、大学
院生、卒業生が担当し、校閲は
留学経験のある大学院生や本学
非常勤講師らが行っています。プ
ロジェクトの目的は専攻語として
学ぶ言語を用いて社会貢献をす
るという点にあります。新聞翻訳
は、語学力に加え、政治や文化、
社会や歴史を知って初めて可能

になるだけに、多くの学生がプロ
ジェクトへの参加を通じて総合的
な力を身につけています。
　本サイトには毎日コンスタント
に2000から3000のアクセスがあ
り、既に日本における中東に関す
るニュースソースの一つとして定
着してきた感があります。
　ジャスミン革命や
リビアやシリア問題
など中東情勢が世界
の注目を集めるな
か、中東の新聞はど
のように報じ、現地の
人々は何を感じてい
るのかを、プロジェク
トを通じて伝えていき
ます。

中東の「いま」を伝える─
「日本語で読む中東メディア」プロジェクト

多言語災害情報支援サイトで
22言語の情報を提供
　３月11日に発生した東日本大
震災は日本に住む外国人にも大
きな影響を及ぼしました。被害
が甚大だった岩手、宮城、福島の
３県だけでも３万人の外国人が
住んでいました。
　多言語・多文化教育研究セン
ターでは、震災直後に多言語災
害情報支援サイトを立ち上げ、在
住外国人が必要とする情報提供
の支援を、22の言語で行いまし
た。この活動は、仙台市国際交
流協会、入国管理局、放射線医
学総合研究所と連携し、本学の
コミュニティ通訳コース修了者お
よび語学ボランティア126人が中
心となり取り組みました。語学ボ
ランティアは、本学のOB・OG、

教職員などで組織されたネットワ
ークです。
　英語や中国語といった使用者
の多い言語だけではなく、ベトナ
ム語やインドネシア語のように使
用者が比較的少ない言語もカバ
ーできたこと、タイ語やカンボジ
ア語のようにローマ字以外の文
字を使う言語につい
てもその言語の文字
で表記した情報を提
供できたことは、外国
語大学としての本学
の人的資源が十二分
に活用された成果と
言えます。
　また、日本語の情
報を併記したので、

このサイトを見つけた日本人が周
りにいる外国人に必要な情報を
伝えることができて助かったとい
う反響もいただきました。このサ
イトには、多い日には9000を超
えるアクセスがあり、本学ならで
はの社会貢献の在り方を示すこ
とができました。

多言語災害情報支援サイト（情報提供は6月30日で終了）
http://www.tufs.ac.jp/blog/ts/g/tufs_disaster_information/

アンナ・ヴェジビツカ 著
小原雅俊　
石井哲士朗　
阿部優子 訳
2011年7月25日発行
A5判／並製／331頁　
定価2,100円（税込）

酒井啓子 編
2011年8月10日発行
A5判／並製／237頁　
定価1,575円（税込）

■  全地球地域をカバーする14
地域・27言語から成る教育
組織体制の整備。

■  選択した言語とその地域をめ
ぐる基礎的な教養を培う「世
界教養プログラム」の開設。

■  「言語文化学部」＝世界諸地
域の言語・文化に精通し、言
語や文化の壁を越えたコミュ
ニケーション能力とコーディネー
ト能力を備え、国内外において

言語間・文化間の架け橋とな
り、新たな価値観の創成に寄
与する国際教養人の養成。

■  「国際社会学部」＝世界諸地
域の複雑な仕組みを把握し、
分析するリサーチ能力と、グロ
ーバルな視点から問題を解
決する実践的な能力を備え、
国内外において社会、政治、
経済等の領域で活躍できる
国際職業人の養成。

改編の骨子
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〈
編
集
後
記
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20
世
紀
の
終
わ
り
に

「
独
立
百
周
年
」
を
数
え
た
北
区
西
ヶ

原
の
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
と
、
時
お
り
足
を
運

ぶ
教
職
員
が
少
な
く
な
い
と
聞
く
。春

が
来
て
年
度
が
改
ま
る
と
、
本
学
は
外

国
語
学
部
を
廃
し
、
あ
ら
た
に
２
つ
の

学
部
を
設
け
る
と
い
う
お
お
き
な
転

換
期
を
む
か
え
る
。
来
る
べ
き
収
穫
の

季
節
に
思
い
を
馳
せ
る
前
に
、
ゆ
た
か

な
滋
養
を
育
み
も
た
ら
し
た
旧
く
て

懐
か
し
い
場
所
に
あ
ら
た
め
て
ま
な

ざ
し
を
。（
編
集
子
）




